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《
論
文
》

オ
ス
マ
ン
帝
国
近
代
に
お
け
る
女
子
師
範
学
校
（
一
八
七
〇
│
一
九
一
八
）

─
公
教
育
制
度
の
発
展
と
女
性
教
師
た
ち

松
　
尾
　
　
有
　
里
　
子

は
じ
め
に

　

一
八
七
〇
年
、
首
都
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
で
初
め
て
の
公
立
の
女
子
師
範
学
校
（D

ârülm
uallim

ât

）
が
開
校
し
た
。
こ
れ
は

帝
国
臣
民
の
女
子
で
あ
れ
ば
宗
教
・
宗
派
の
別
を
問
わ
ず
一
定
の
要
件
を
備
え
れ
ば
、
誰
も
が
入
学
可
能
な
女
性
教
師
の
育
成
校
で
あ
っ
た
。

　

一
九
世
紀
後
半
は
エ
ジ
プ
ト
で
公
立
の
女
子
学
校
の
創
設
が
宣
言
さ
れ
（
一
八
七
〇
）、
日
本
で
学
制
が
公
布
さ
れ
る
（
一
八
七
二
）
な

ど
、
女
子
教
育
が
国
家
施
策
の
対
象
と
な
っ
た
萌
芽
の
時
代
で
あ
っ
た
。
エ
ジ
プ
ト
で
は
一
九
〇
〇
年
に
女
性
教
師
養
成
校
が
、
日
本
で
は
一

八
七
五
年
に
東
京
女
子
師
範
学
校
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
、
女
子
教
育
制
度
を
支
え
る
中
核
と
し
て
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
場
合
と
同
じ
く
公
立
の
女

性
教
師
養
成
校
が
設
立
さ
れ
た
背
景
は
注
目
に
値
す
る
。
女
性
教
師
養
成
校
の
あ
り
方
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
そ
の
国
の
公
教
育
、
及
び
女
子

教
育
の
特
徴
が
明
ら
か
に
な
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
公
教
育
制
度
が
浸
透
し
定
着
し
て
い
く

な
か
で
主
に
女
子
師
範
学
校
が
担
っ
た
社
会
的
役
割
に
着
目
し
て
い
き
た
い
。

　

オ
ス
マ
ン
帝
国
の
女
子
師
範
学
校
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
女
性
史
、
教
育
史
、
社
会
学
の
立
場
か
ら
エ
ル
ギ
ン
（
一
九
四
〇
│
四
四
）、
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ア
ク
ユ
ズ
（
一
九
八
二
、
二
〇
〇
〇
）、
ク
ル
ナ
ズ
（
一
九
九
二
）、
ソ
メ
ル
（
二
〇
〇
〇
） 

、
シ
ャ
ナ
ル
（
二
〇
〇
五
）、
エ
ル
デ
ム
（
二
〇

一
三
）、
長
谷
部
（
二
〇
一
六
）
等
相
当
数
の
研
究
蓄
積
が
あ
る）

1
（

。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
制
度
史
的
考
察
を
主
と
す
る
研
究
に
よ
り
、
女
子
師
範

学
校
の
制
度
化
の
過
程
や
近
代
女
子
教
育
に
お
け
る
こ
の
学
校
の
位
置
づ
け
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
の

分
析
は
女
子
師
範
学
校
が
女
性
の
社
会
参
加
や
政
治
意
識
の
形
成
に
寄
与
し
て
い
た
側
面
を
指
摘
し
た
。
他
方
で
、
女
子
師
範
学
校
そ
の
も
の

の
運
営
の
実
態
や
学
生
や
教
師
、
卒
業
生
な
ど
の
動
向
等
に
着
目
し
、
学
校
の
組
織
内
部
か
ら
の
検
討
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
女
子

師
範
学
校
は
開
設
時
の
入
学
者
が
三
七
人
で
、
途
中
、
学
生
数
が
減
少
し
卒
業
生
も
輩
出
で
き
な
い
時
期
を
経
験
し
つ
つ
も
、
一
九
一
六
年
に

は
七
八
〇
人
も
の
学
生
が
学
ん
で
い
た
。
こ
れ
は
近
代
オ
ス
マ
ン
社
会
に
お
い
て
、
女
子
師
範
学
校
と
女
性
教
師
と
い
う
キ
ャ
リ
ア
が
時
間
を

か
け
て
認
め
ら
れ
て
き
た
証
左
で
あ
ろ
う
。

　

女
子
師
範
学
校
は
一
九
一
五
年
、
高
等
師
範
部
が
諸
学
の
館
（D

ârülfünûn

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
大
学
の
前
身
）
の
女
子
部
（İnâs-ı 

D
ârülfünûn

）
と
な
る
こ
と
で
、「
女
子
」
大
学
と
な
っ
た
。
女
子
高
等
師
範
部
に
関
し
て
は
、
ア
ル
ス
ラ
ン
ら
の
専
論
（
二
〇
一
二
）
が
あ

り
、
帝
国
年
鑑
（Salnâm

e-i D
evlet-i A

liyye-i O
sm

anîyye

）
や
当
時
の
学
生
簿
な
ど
に
依
拠
し
な
が
ら
、
開
設
の
経
緯
、
講
義
内
容
、
学
生

数
な
ど
の
実
態
が
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
る）

2
（

。
本
稿
で
は
、
ア
ル
ス
ラ
ン
ら
の
研
究
手
法
を
一
部
援
用
し
つ
つ
、
一
八
七
〇
年
の
開
設
時
か
ら
高

等
師
範
部
開
設
に
至
る
ま
で
の
時
代
を
対
象
に
、
公
教
育
省
の
文
書
史
料
に
加
え
、『
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
女
性
教
師
養
成
校
・
女
子
師
範
学
校
年

鑑
（İstam

bul K
ız M

uallim
 M

ektebi 1933 D
arülm

uallim
at 1870

）』、
新
聞
・
雑
誌
類
、
女
性
の
手
記
な
ど
を
利
用
し
な
が
ら
、
女
子
師
範

学
校
の
実
態
を
組
織
内
部
か
ら
活
写
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
な
お
、
女
子
師
範
学
校
は
公
教
育
機
関
と
い
う
性
格
上
、
教
師
養
成
校

と
し
て
の
本
旨
は
堅
持
し
つ
つ
も
、
各
時
代
の
政
策
に
よ
り
教
育
行
政
上
は
も
と
よ
り
、
そ
の
社
会
的
役
割
を
変
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
タ
ン
ズ
ィ
マ
ー
ト
改
革
期
（
一
八
七
〇
│
一
八
七
六
）、
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
期
（
一
八
七
六
│
一
九
〇
九
）、
第
二
次
立
憲

政
期
以
降
（
一
九
〇
九
│
一
九
一
八
）
を
画
期
と
し
、
女
子
師
範
学
校
を
通
時
的
に
検
証
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
オ
ス
マ
ン

帝
国
近
代
の
社
会
と
女
性
に
と
り
、
女
子
師
範
学
校
が
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
ち
得
た
の
か
を
再
検
討
す
る
試
み
と
し
た
い
。
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第
一
章　

オ
ス
マ
ン
帝
国
近
代
女
子
教
育
制
度
の
沿
革
と
そ
の
特
徴

（
一
）　

タ
ン
ズ
ィ
マ
ー
ト
改
革
以
前
の
女
性
教
師
た
ち

　

女
子
師
範
学
校
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
タ
ン
ズ
ィ
マ
ー
ト
改
革
以
前
の
女
子
教
育
と
女
性
教
師
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　

従
来
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
近
代
の
女
子
教
育
研
究
は
、
タ
ン
ズ
ィ
マ
ー
ト
改
革
以
降
を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
。
な
ぜ
な
ら
、
近
代
学
校
制
度

の
導
入
を
画
期
と
し
て
女
子
が
「
国
民
」
の
一
員
と
し
て
公
教
育
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
点
を
踏
ま
え
、
主
に
議
論
と
研
究
が
な
さ
れ
て
き

た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
で
は
ア
ク
ユ
ズ
（
二
〇
〇
一
）
や
秋
葉
（
二
〇
一
三
）
の
研
究
に
よ
り
、
前
近
代
ム
ス
リ
ム
女
子
の
初
等
教

育
の
実
態
が
明
ら
か
と
な
り
、
女
子
教
育
の
制
度
化
の
背
景
を
考
え
る
う
え
で
の
示
唆
を
与
え
て
い
る）

3
（

。
そ
れ
に
よ
る
と
一
八
世
紀
後
半
に
は

女
児
が
通
う
コ
ー
ラ
ン
学
校
（
マ
ク
タ
ブ
、
ト
ル
コ
語
で
は
メ
ク
テ
プm

ektep

）
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
設
置
が
認
め
ら
れ
、
そ
こ
で

は
、
ホ
ジ
ャ
・
ハ
ヌ
ム
（H

oca hanım

）
と
呼
ば
れ
る
女
性
教
師
た
ち
が
教
育
に
携
わ
っ
て
い
た
。
女
性
教
師
た
ち
の
中
に
は
自
宅
で
教
え
る

者
も
い
た
と
い
う
。
筆
者
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
一
七
四
五
│
四
六
（
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
Ｈ
一
一
五
六
）
年
の
嘆
願
書
（irâde

）
に
お
い
て
ト

カ
ト
の
ト
ゥ
ル
ハ
ル
の
ド
ア
ン
街
区
（doğan m

ahallesi
）
の
女
子
の
メ
ク
テ
プ
（kız çocuklarına m

ahsus m
ektebi

）
で
ル
キ
エ
（R

ıkiye 

bint-i R
ecep

）
と
い
う
女
性
が
教
師
職
を
与
え
ら
れ
た
と
あ
る）

4
（

。
ま
た
一
七
七
五
年
（
Ｈ
一
一
八
六
）
の
文
書
に
お
い
て
も
前
大
宰
相
の
オ
ス

マ
ン
・
パ
シ
ャ
の
息
子
ア
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
の
ワ
ク
フ
と
な
っ
て
い
る
モ
レ
ア
に
あ
る
ト
ラ
ポ
リ
チ
ェ
の
マ
ク
タ
ブ
の
教
師
エ
ミ
ネ
（Em

ine 

bint-i A
hm

ed

）
の
代
わ
り
に
フ
ァ
ト
マ
（Fatm

a bint-i Seyyid M
ustafa

）
に
同
職
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
上
奏
し
て
い
る）

5
（

。
以
上
か
ら
少
な

く
と
も
一
八
世
紀
半
ば
に
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
や
そ
れ
以
外
の
都
市
部
に
お
い
て
も
、
ム
ス
リ
ム
女
子
へ
初
等
教
育
を
授
け
、
学
ぶ
場
が
存
在
し

て
い
た
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
タ
ン
ズ
ィ
マ
ー
ト
改
革
期
以
前
に
都
市
部
を
中
心
に
女
子
が
初
歩
的
な
読
み
書
き
を
習
う
慣
習
が
相
当
程

度
、
浸
透
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
一
八
五
九
年
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
初
め
て
女
子
中
学
校
（C

evri U
sta İnâs R

üşdiyesi

）
が
開
校
し）

6
（

、
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一
八
六
九
年
に
「
公
教
育
法
（M

aârif-U
m

ûm
iyye N

izâm
nâm

esi

）」
の
発
布
と
同
時
に
、女
性
読
者
を
想
定
し
た
『
婦
人
版
進
歩
（Terakkî-i 

M
uhadderât

）』
誌
が
発
刊
さ
れ
て
い
る
事
実
か
ら
も
、
リ
テ
ラ
シ
ー
を
備
え
た
女
子
が
一
定
数
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ

う
。

　

ク
リ
ミ
ア
戦
争
（
一
八
五
三
│
五
六
）
後
の
改
革
勅
令
（
一
八
五
六
）
で
ム
ス
リ
ム
と
非
ム
ス
リ
ム
の
法
的
平
等
が
公
的
に
宣
言
さ
れ
る

と
、
一
八
五
七
年
に
公
教
育
省
（M

aârif-i U
m

ûm
iyye N

ezâreti

）
が
発
足
し
、
宗
教
・
宗
派
の
別
を
問
わ
な
い
教
育
が
新
式
学
校
を
中
心
に

組
織
化
さ
れ
た
。
初
等
教
育
に
つ
い
て
は
、
各
宗
教
、
宗
派
の
既
存
の
教
育
を
選
択
し
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
既
存
の
マ
ク
タ
ブ
は
、
新
式
学
校

の
初
等
教
育
機
関
に
も
部
分
的
に
転
用
さ
れ
た
。
新
式
学
校
で
は
教
員
不
足
の
た
め
、
当
初
マ
ク
タ
ブ
や
マ
ド
ラ
サ
の
男
性
教
師
が
教
え
て
い

た
。
し
か
し
、
一
八
四
八
年
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
師
範
学
校
（D

ârülm
uallim

în

）
が
開
設
さ
れ
る
と
、
そ
の
出
身
者
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
一
方
、
女
子
の
マ
ク
タ
ブ
で
教
え
て
い
た
女
性
教
師
た
ち
が
新
制
度
成
立
時
に
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
た
の
か
は
、
明
ら
か
で
は
な

い
。「
公
教
育
法
」
に
よ
る
と
、
小
学
校
（m

ekâtibi sıbyaniye

）
は
男
子
が
七
歳
か
ら
一
一
歳
、
女
子
が
六
歳
か
ら
一
〇
歳
ま
で
学
ぶ
と
規

定
さ
れ
、
原
則
、
男
女
別
学
で
あ
っ
た
。
女
子
小
学
校
の
教
師
は
女
性
と
定
め
ら
れ
、（
専
門
の
）
女
性
教
師
の
養
成
が
な
さ
れ
る
ま
で

（K
adınlardan m

atlub-ı vechile m
uallim

e yetiştirilinceye kadar

）
は
、
年
長
で
品
行
方
正
な
男
性
が
教
師
を
務
め
る
と
規
定
さ
れ
て
い
た

（
七
一
条）

7
（

）。
し
た
が
っ
て
、
法
令
上
は
新
式
学
校
制
度
の
発
足
時
に
こ
れ
ま
で
の
女
性
教
師
た
ち
は
排
除
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
し
か
し
な
が

ら
、
近
代
改
革
以
前
か
ら
、
初
等
教
育
の
担
い
手
と
し
て
社
会
で
女
性
教
師
が
活
躍
し
て
い
た
事
実
は
、
女
子
師
範
学
校
の
成
立
を
考
え
る
上

で
、
理
解
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
二
）　

オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
け
る
近
代
女
子
教
育
制
度
の
成
立

　
「
公
教
育
法
」
に
よ
る
と
、
小
学
校
入
学
時
の
年
齢
は
女
子
の
方
が
一
年
早
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
教
育
内
容
は
男

女
と
も
同
じ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。
小
学
校
で
は
文
字
の
学
習
（U

sûl-i C
edîde Vechile Elifbâ

）、
コ
ー
ラ
ン
（K

urân-ı K
erîm

）、
道
徳
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（A
hlâka M

üteallik R
asâil

）、
書
道
（Yazu Talîm

i

）、
算
数
（M

uhtasar Fenn-i H
esâb

）、
オ
ス
マ
ン
朝
史
（M

uhtasat Târih-i O
sm

ânî

）、

地
理
（M

uhtasat C
oğrafya

）
な
ど
を
学
ん
だ）

9
（

。
四
年
間
の
小
学
校
が
終
わ
っ
た
後
、
男
女
別
学
で
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
教
育
内
容
を
持
つ
四

年
制
の
高
等
小
学
校
（m

ekâtib-i rüşdiye

）
に
進
む
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
高
等
小
学
校
か
ら
、
男
子
と
女
子
は
そ
れ
ぞ
れ
分
化
し
た
学
校

体
系
の
中
で
学
ぶ
こ
と
と
な
る
。
男
子
は
男
子
の
み
が
進
学
す
る
高
等
小
学
校
に
進
み
、
さ
ら
に
三
年
制
の
中
学
校
（idâdi

）、
大
学
（
諸
学

の
館 D

ârülfünûn
）
と
高
等
教
育
へ
の
進
学
の
道
が
約
束
さ
れ
て
い
た
。
一
方
で
、「
公
教
育
法
」
発
布
時
、
女
子
は
一
四
歳
で
高
等
小
学
校

の
課
程
を
終
了
す
る
と
、
そ
の
後
の
教
育
は
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
唯
一
の
「
進
学
」
先
が
高
等
小
学
校
の
教
師
を
養
成
す
る
一
八
七
〇
年
開

設
の
女
子
師
範
学
校
で
あ
っ
た）

10
（

。

　

女
子
高
等
小
学
校
で
は
何
が
学
ば
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
授
業
科
目
を
あ
げ
る
と
、
宗
教
（M

ebâd-i U
lum

-ı D
iniyye

）、
オ
ス
マ
ン
語

（Lisân-ı O
sm

ânî K
avâidi

）、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
ペ
ル
シ
ア
語
、
歴
史
、
地
理
、
文
学
（M

üntehabât-ı Edebiyye

）、
計
算
、
裁
縫
（N

akış

）、

衛
生
学
な
ど
で
あ
っ
た）

11
（

。
小
学
校
で
す
で
に
学
ん
だ
地
理
や
歴
史
な
ど
に
家
政
学
を
加
え
た
内
容
で
、
男
子
高
等
小
学
校
に
お
け
る
数
学
な
ど

の
理
数
系
科
目
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
な
お
、
こ
の
高
等
小
学
校
の
設
立
に
前
後
し
て
、
小
学
校
を
修
了
し
た
女
子
を
主
に
対
象
と
し
た

職
業
専
門
学
校
も
開
校
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
八
四
二
年
に
助
産
婦
（Ebe M

ektebi

）
学
校
が
、
一
八
七
五
年
に
は
女
子
技
芸
学
校
（İnâs 

Sanayi M
ektebi

）
が
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
設
け
ら
れ
た
。
後
者
は
主
に
裁
縫
、
料
理
な
ど
家
政
学
一
般
を
学
ぶ
学
校
で
あ
る
が
、
そ
の
前
身
は

一
八
六
四
年
に
ル
ス
チ
ュ
ク
で
ミ
ド
ハ
ト
・
パ
シ
ャ
（A

hm
ed Şefik M

idhat Paşa 

一
八
二
二
│
一
八
八
四
）
が
孤
児
の
女
児
に
縫
製
の
技
術

を
学
ば
せ
る
た
め
に
開
い
た
学
校
と
考
え
ら
れ
る）

12
（

。
一
八
七
〇
年
開
校
の
女
子
師
範
学
校
も
女
子
教
育
の
担
い
手
を
専
門
的
に
養
成
す
る
と
い

う
意
味
で
は
、
こ
れ
ら
職
業
専
門
学
校
の
範
疇
に
入
れ
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

以
上
か
ら
女
子
へ
の
教
育
は
タ
ン
ズ
ィ
マ
ー
ト
改
革
以
前
よ
り
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
女
性
教
師
の
活
躍
も
あ
っ
て
新
し
い
学
校
制
度
が
浸
透

す
る
基
盤
を
提
供
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
し
い
学
校
制
度
で
目
指
さ
れ
た
女
子
教
育
と
は
小
学
校
卒
業
後
一
〇
〜

一
四
歳
ま
で
の
女
子
を
対
象
と
し
、
高
等
小
学
校
に
進
学
で
き
る
と
は
い
え
、
男
子
と
は
異
な
る
「
女
子
向
け
」
の
教
育
内
容
で
あ
り
、
中
等
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教
育
以
後
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
小
学
校
と
高
等
小
学
校
を
終
え
た
者
は
女
子
師
範
学
校
、
女
子
技
芸
学
校
な
ど

の
職
業
学
校
に
進
む
道
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。

　

第
二
章　

女
子
師
範
学
校
の
誕
生

　

一
八
七
〇
年
の
帝
国
官
報
『
諸
事
暦
報
（Takvîm

-i Vekāyi‘

）』
紙
上
（
ム
ハ
ッ
レ
ム
月
二
五
日
）
で
、
女
子
師
範
学
校
が
設
立
さ
れ
る
こ

と
が
告
知
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
入
学
資
格
と
し
て
「
女
子
師
範
学
校
に
入
学
す
る
女
性
は
一
四
歳
以
上
、
三
五
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た）

13
（

。
こ
れ
は
具
体
的
に
入
学
者
と
し
て
六
歳
で
小
学
校
に
入
学
し
、
女
子
高
等
小
学
校
ま
で
を
終
え
た
一
四
歳
以
上

の
女
子
を
想
定
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
開
校
に
先
立
ち
、
前
年
の
一
八
六
九
年
に
発
布
さ
れ
た
全
一
九
八
条
か
ら
な
る
「
公
教
育
法
」
に

は
、
女
子
師
範
学
校
の
規
定
が
、
六
八
条
か
ら
七
八
条
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
概
要
を
整
理
す
る
と
、
六
八
条
で
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
女

性
教
師
育
成
の
た
め
に
小
学
校
部
と
高
等
小
学
校
部
の
二
部
（şube

）
か
ら
構
成
さ
れ
る
女
子
師
範
学
校
を
設
立
し
、
ム
ス
リ
ム
と
そ
れ
以
外

の
宗
教
共
同
体
臣
民
の
た
め
の
学
校
に
も
派
遣
で
き
る
よ
う
に
、
ム
ス
リ
ム
課
と
非
ム
ス
リ
ム
課
の
二
課
（daire

）
か
ら
組
織
さ
れ
る
と
規
定

さ
れ
た
。
ま
た
、
小
学
校
の
教
師
に
な
る
た
め
に
は
二
年
、
高
等
小
学
校
教
師
の
場
合
は
三
年
、
通
学
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
（
六
九

〜
七
〇
条
）。
女
子
師
範
学
校
の
教
師
に
つ
い
て
は
女
性
教
師
が
養
成
さ
れ
る
ま
で
年
長
の
品
行
方
正
な
男
性
教
師
が
務
め
る
と
さ
れ
た
（
七

一
条
）。
女
子
師
範
学
校
に
勤
務
す
る
者
の
給
与
は
、
校
長
が
月
給
一
五
〇
〇
ク
ル
シ
ュ
、
一
般
の
教
師
が
月
給
七
五
〇
ク
ル
シ
ュ
、
刺
繍
担

当
教
師
（nakış usutası

）
が
月
給
一
五
〇
〇
ク
ル
シ
ュ
、
そ
の
他
の
用
務
員
が
月
給
一
五
〇
ク
ル
シ
ュ
と
定
め
ら
れ
た
（
七
二
条
）。

　

学
生
の
入
学
資
格
と
し
て
小
学
校
ま
た
は
高
等
小
学
校
の
卒
業
証
明
書
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
所
持
し
な
い
者
は
監
督
官
（m

üm
eyyiz

）

の
も
と
で
試
験
を
受
け
、
そ
の
能
力
に
よ
っ
て
小
学
校
、
高
等
小
学
校
の
ど
ち
ら
か
の
師
範
部
に
入
学
で
き
た
（
七
三
条
）。
学
生
の
う
ち
、

五
〇
人
に
給
与
が
支
給
さ
れ
、
小
学
校
部
は
三
〇
ク
ル
シ
ュ
、
高
等
小
学
校
部
は
、
六
〇
ク
ル
シ
ュ
が
与
え
ら
れ
る
と
定
め
ら
れ
た
（
七
八
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条
）。
学
生
は
卒
業
後
の
進
路
と
し
て
、
小
学
校
部
で
卒
業
時
に
試
験
を
受
け
、
能
力
を
認
め
ら
れ
た
者
は
小
学
校
の
教
師
と
な
る
か
高
等
小

学
校
部
へ
進
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
就
職
し
た
場
合
は
五
年
間
就
業
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
が
果
た
せ
な
い
者
は
在
学
中
の
給
与
を
返
還
す

る
義
務
を
負
っ
た
（
七
四
〜
七
五
条
）。
ま
た
、
女
子
師
範
学
校
の
卒
業
証
明
書
（şehâdetnâm

e

）
を
持
つ
者
は
そ
れ
を
持
た
な
い
者
よ
り
、

公
立
の
女
子
校
（m

ekâtib-i um
ûm

îye-i inâs 

）
で
の
雇
用
（istihdam

）
を
優
先
さ
れ
る
と
定
め
ら
れ
た
（
七
六
条
）。
こ
う
し
て
、
公
教
育

の
分
野
で
女
子
教
育
に
従
事
す
る
専
門
家
の
養
成
が
宣
言
さ
れ
た
。

　
「
公
教
育
法
」
発
布
後
、
一
八
七
〇
年
に
第
一
期
生
の
入
学
の
た
め
に
試
験
が
行
わ
れ
た
。
公
教
育
省
か
ら
大
臣
の
サ
フ
ヴ
ェ
ト
・
パ
シ
ャ

（Safvet Paşa

）
と
メ
ジ
ド
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
（M

ecid Efendi

）、
イ
ル
ミ
エ
（
イ
ス
ラ
ー
ム
法
官
・
文
教
組
織
）
か
ら
ウ
ラ
マ
ー
の
ム
ス
タ

フ
ァ
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
（M

ustafa Efendi

）
が
出
席
し
、
三
二
人
の
女
性
が
試
験
に
の
ぞ
ん
だ
。
試
験
科
目
は
算
術
（A

m
ali Erbaa

）、
地

理
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
絵
画
、
正
書
法
（İm

lâ

）、
筆
記
法
（Sülüs

）、
刺
繍
の
実
習
が
行
わ
れ
た）

14
（

。

　

同
年
、
女
子
師
範
学
校
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
ス
ル
タ
ン
ア
フ
メ
ト
地
区
の
ア
ヤ
ソ
フ
ィ
ア
・
モ
ス
ク
に
近
い
イ
ェ
レ
バ
タ
ン
で
開
校
し
た
。

　

公
教
育
省
大
臣
サ
フ
ヴ
ェ
ト
・
パ
シ
ャ
は
公
教
育
省
の
官
僚
や
教
員
、
生
徒
の
前
で
開
校
の
辞
を
述
べ
た
。
そ
の
内
容
は
『
諸
事
暦
報
』
に

よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
女
子
師
範
学
校
の
設
立
の
目
的
と
女
子
教
育
の
理
想
と
現
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
冒
頭
で
、
母
親
が
家
庭
で
幼
い
子
供
の
教
育
に
与
え
る
影
響
を
述
べ
、
就
学
後
は
女
性
教
師
が
母
親
の
代
わ
り
を
果
た
す
べ
き
と
し
て

い
る）

15
（

。

　

次
に
現
在
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
多
く
の
女
性
の
詩
人
や
作
家
が
出
て
お
り
、
今
や
彼
女
た
ち
の
敬
意
あ
る
作
品
が
読
ま
れ
て
い
る
」
と
し
、

今
日
、
ム
ス
リ
ム
女
性
も
同
様
の
教
養
を
身
に
つ
け
る
必
要
性
を
述
べ
た）

16
（

。

　

そ
の
後
、
こ
れ
ま
で
の
マ
ク
タ
ブ
で
の
教
育
で
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
女
性
に
と
り
、
い
か
に
初
等
教
育
後
の
教
育
が
必
要
で
あ
る
か
を
力

説
し
た
。
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「
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
い
て
今
ま
で
女
性
た
ち
の
た
め
に
（
初
等
教
育
以
後
の
）
学
校
（rüşdiye

）
が
な
か
っ
た
の
で
、
女
児
は
八
〜

一
〇
歳
ま
で
マ
ク
タ
ブ
に
（
引
き
続
き
）
通
っ
て
文
字
を
読
み
、
そ
の
後
、
ど
の
女
児
も
家
庭
で
宗
教
に
関
す
る
本
を
読
む
の
が
常
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
高
度
の
能
力
を
備
え
た
者
た
ち
の
た
め
の
学
校
が
な
い
た
め
に
、
哀
れ
な
女
子
た
ち
は
こ
の
ま
ま
の
状
態
に
留
ま
ら
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
。」（　

）
内
は
筆
者
加
筆
。

　

さ
ら
に
ハ
デ
ィ
ー
ス
を
引
い
て
ム
ス
リ
ム
女
性
に
と
り
、
特
に
教
育
が
必
要
で
あ
り
そ
れ
が
経
済
的
な
利
益
を
自
身
に
与
え
る
と
指
摘
し
て

い
る
。

　
「
知
識
を
得
る
こ
と
は
男
性
、
女
性
の
ど
ち
ら
も
ム
ス
リ
ム
に
は
必
要
で
あ
る
と
ハ
デ
ィ
ー
ス
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
女
性
た

ち
は
男
性
た
ち
の
よ
う
に
教
育
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。（
中
略
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
多
く
の
女
子
や
既
婚
女
性
た
ち
が
家
で
様
々
な
手
仕

事
を
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ム
ス
リ
ム
女
性
た
ち
が
こ
の
よ
う
な
仕
事
を
せ
ず
、
何
ら
物
質
的
利
益
を
得
ら
れ
な

い
で
い
る
現
状
は
残
念
で
あ
る
。」

　

最
後
に
女
子
高
等
小
学
校
に
通
う
女
子
の
ヴ
ェ
ー
ル
の
問
題
、
女
子
師
範
学
校
内
に
非
ム
ス
リ
ム
校
へ
派
遣
す
る
女
性
教
師
用
の
ク
ラ
ス
を

設
置
す
る
な
ど
開
校
に
関
わ
る
具
体
的
な
問
題
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　
「
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
は
女
児
用
の
学
校
が
な
か
っ
た
た
め
、
彼
女
た
ち
は
男
児
と
一
緒
に
勉
強
し
て
い
た
。
昨
年
、
男
女
は
別
れ
て
、

教
育
熱
心
な
我
が
陛
下
の
お
か
げ
で
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
様
々
な
場
所
で
七
校
の
女
子
高
等
小
学
校
が
開
校
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

れ
ら
の
教
師
は
男
性
で
あ
る
た
め
、
九
〜
一
〇
歳
の
女
子
た
ち
は
ヴ
ェ
ー
ル
を
か
ぶ
る
必
要
が
あ
り
、（örtünm

e gerekçesiyle

）
こ
の
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学
校
で
二
年
以
上
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
た
め
、
女
子
た
ち
が
女
子
高
等
小
学
校
で
四
年
過
ご
す
こ
と
が
可
能
な
よ
う

に
教
師
が
女
性
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い）

17
（

。」

　

以
上
の
公
教
育
省
大
臣
の
発
言
で
注
目
す
べ
き
は
、
女
子
師
範
学
校
は
、
宗
教
・
宗
派
を
問
わ
ず
平
等
に
女
性
教
師
の
育
成
を
行
う
と
し
な

が
ら
、
ム
ス
リ
ム
女
性
の
初
等
教
育
後
の
教
育
の
あ
り
方
を
念
頭
に
置
い
て
設
立
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
高
等
小
学
校
に
進
学
す

る
年
齢
の
九
〜
一
〇
歳
の
女
子
は
慣
習
上
ヴ
ェ
ー
ル
を
被
る
年
頃
で
あ
る
か
ら
、
教
育
の
場
に
は
女
性
教
師
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
と
し
て
い

る
。
こ
れ
は
か
つ
て
女
性
教
師
が
女
児
用
の
マ
ク
タ
ブ
で
教
え
て
い
た
環
境
を
、
新
式
学
校
で
も
作
る
と
述
べ
て
い
る
の
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ

る
。「
ム
ス
リ
ム
女
性
も
家
庭
内
で
手
仕
事
を
習
得
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
述
べ
て
い
る
の
も
、
当
時
、
縫
製
の
仕
事
は
専
ら
非
ム
ス
リ

ム
の
女
性
の
仕
事
で
あ
っ
た
点
を
意
識
し
て
の
発
言
で
あ
ろ
う）

18
（

。

　

開
校
時
の
初
代
校
長
に
は
エ
ミ
ン
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
（Em

in Efendi

）
が
就
任
し
、
二
人
の
裁
縫
の
教
師
と
絵
画
担
当
の
一
人
の
教
師
以

外
は
全
員
男
性
で
あ
っ
た）

19
（

。
初
年
度
の
入
学
者
は
三
七
人
と
さ
れ
、
後
述
す
る
よ
う
に
一
八
七
三
年
に
は
最
初
の
一
七
名
の
卒
業
生
を
輩
出
し

た
。
公
教
育
省
の
文
書
に
は
一
八
七
四
年
に
「
公
教
育
法
」
の
規
定
に
即
し
て
音
楽
の
授
業
に
必
要
な
ピ
ア
ノ
を
購
入
し
た
等
、
教
育
環
境
を

徐
々
に
整
備
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る）

20
（

。
し
か
し
、
同
じ
く
新
式
学
校
で
の
教
師
養
成
を
目
的
と
し
て
一
八
四
八
年
に
設
立
さ
れ
た
師
範

学
校
（D

ârülm
uallim

în

） 

で
は
一
八
七
六
年
に
お
い
て
一
七
名
の
教
師
と
二
〇
〇
名
の
学
生
が
在
籍
し
て
い
た
の
に
対
し
、
女
子
師
範
学
校

で
は
八
名
の
教
師
と
五
〇
名
の
学
生
が
在
籍
し
て
い
た）

21
（

。
す
な
わ
ち
、
女
子
師
範
学
校
の
場
合
、
師
範
学
校
と
比
べ
教
師
で
は
約
半
数
、
学
生

数
で
は
四
分
の
一
の
在
籍
数
で
あ
っ
た
。
な
お
、
女
子
師
範
学
校
の
あ
る
ス
ル
タ
ン
ア
フ
メ
ト
地
区
に
は
す
で
に
中
学
校
（İdâdi

）
や
陸
軍

（H
arbiye

）
な
ど
の
新
式
学
校
が
あ
り
、
女
子
師
範
学
校
の
開
校
は
周
囲
の
注
目
を
集
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
公
教
育
省
の
文
書
に
よ
る

と
、
こ
れ
ら
に
通
う
男
子
学
生
が
女
子
師
範
学
校
の
周
り
を
う
ろ
つ
い
た
り
（dolaşıp
）
不
快
な
思
い
を
さ
せ
る
（rahatsız etm

eleri

）
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
指
示
が
出
て
い
た）

22
（

。
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女
子
師
範
学
校
の
授
業
科
目
は
、
小
学
校
部
で
は
、
宗
教
、
オ
ス
マ
ン
語
文
法
と
正
書
法
（Lisân-ı O

sm
ânî ve İm

lâ

）、
道
徳
、
算
術
、
オ

ス
マ
ン
史
、
地
理
、
裁
縫
と
刺
繍
（N

akış ve H
ıyatiye

）
で
あ
り
、
一
方
、
高
等
小
学
校
部
は
宗
教
、
オ
ス
マ
ン
語
文
法
及
び
作
文
、
ア
ラ

ビ
ア
語
、
ペ
ル
シ
ア
語
、
道
徳
、
家
政
学
、
歴
史
と
地
理
、
算
数
と
科
学
の
基
礎
、
絵
画
、
音
楽
、
裁
縫
実
技
で
あ
っ
た
。
な
お
宗
教
科
目
に

つ
い
て
ム
ス
リ
ム
以
外
は
各
宗
教
共
同
体
の
長
の
決
定
に
基
づ
い
て
決
め
ら
れ
た
。

　

表
（
一
）
は
女
子
師
範
学
校
の
年
度
毎
の
在
籍
者
と
卒
業
数
で
あ
る
。『
帝
国
年
鑑
』
及
び
ト
ル
コ
共
和
国
成
立
後
に
編
纂
さ
れ
た
『
イ
ス

タ
ン
ブ
ル
女
性
教
師
養
成
校
・
女
子
師
範
学
校
年
鑑İstam

bul K
ız M

uallim
 M

ektebi 1933 D
arülm

uallim
at 1870

』（
以
下
İ
Ｋ
Ｍ
）
の

デ
ー
タ
を
も
と
に
作
成
し
た）

23
（

。
卒
業
者
と
は
最
終
学
年
ま
で
在
籍
し
、
卒
業
試
験
を
受
け
課
程
を
修
了
し
た
者
を
指
す
。
表
の
推
移
を
見
る

と
、
一
八
八
一
年
以
降
は
増
減
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
徐
々
に
入
学
者
と
卒
業
者
が
増
え
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
時

代
（
一
八
七
六
│
一
九
〇
九
）
に
女
子
教
育
の
拡
充
が
行
わ
れ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
。

第
三
章 

ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
期
に
お
け
る
女
子
師
範
学
校

（
一
）　

ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
の
女
子
教
育
改
革

　

ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
時
代
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
憲
法
を
停
止
し
、
議
会
を
閉
鎖
し
た
と
し
て
一
般
的
に
「
専
制
」
時
代
と
解
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
教
育
制
度
に
関
し
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
制
度
の
著
し
い
発
展
が
認
め
ら
れ
た
。
女
子
教
育
分
野
に
お
い
て
は
、
女
子
小
学
校
、

女
子
高
等
小
学
校
は
都
市
部
を
中
心
に
拡
充
さ
れ
、
各
地
方
に
普
及
し
た
。
例
え
ば
、
一
八
七
七
年
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
男
子
高
等
小

学
校
は
二
一
校
、
女
子
高
等
小
学
校
は
九
校
（Sultan A

hm
ed, Şehzade, A

ksaray, İbrahim
 Paşa, Eski A

li Paşa, Eyüp, Ü
sküdar, Ü

sküdar 

G
ülfem

 H
atun, A

tapazarı

）
で
あ
り
、
男
子
の
在
籍
総
数
は
一
七
九
五
名
に
対
し
、
女
子
の
そ
れ
は
三
〇
九
名
で
あ
っ
た）

24
（

。
一
八
八
七
│
八

八
年
の
『
帝
国
年
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
女
子
高
等
小
学
校
は
帝
国
内
に
三
一
校
あ
っ
た
（
エ
デ
ィ
ル
ネ
三
、
セ
ラ
ー
ニ
キ
二
、
ヤ
ン
ヤ
一
、
ロ
ド
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表（一）女子師範学校の在籍者数と卒業者数（1872-1913）

   学年  学年別在籍者数 卒業者数        備考 

1872-1873 50  17 校長 Emin  教員 7 名 
1873-1874 19/4/8 19 校長 Mehmed Fehmi 教員 10 名 
1874-1875 20 /19 /7 20 卒業生の年齢 12~18 歳 
1875-1876 (不明) 8  
1876-1877 9/7/6 9 校長 İsmail 
1877-1878 30~50 5  
1878-1879 46 0 校長代理 Abdullah 
1879-1880 25 0 校長 Fatma Zehra 
1880-1881 (不明) 0 校長 Davut Şukur 
1881-1882 (不明) 0 露土戦争の影響で閉鎖 
1882-1883 193 / 26 15 校長 Refika、Sıbyan/Rüşdiye 部に分化 
1883-1884 101/42 11 校長 İsmail Hakkı  
1884-1885 (不明) 19  
1885-1886 32 22  
1886-1887 (不明） 30 tezgâh(織物機ミシン)の授業が始まる 
1887-1888 32 22  
1888-1889 32 4  
1889-1890 (不明） 15 ２年制に学習期間が減少 
1890-1891 (不明） 8  
1891-1892 (不明) 17 卒業生 Ayşe Sıdıka 就職、3 年制に戻る 
1892-1893 (不明） 12  
1893-1894 (不明） 10  
1894-1895 (不明） 10 元師範学校教師 Mehmed が宗教担当に 
1895-1896 (不明） 15 予備門と合わせて 6 年制に 
1896-1897 (不明） 13  
1897-1898 (不明） 20 女性教師 11 名に増加 
1898-1899 94 26  
1899-1900 (不明） 33  
1900-1901 120/102/128 27 Aliye/ Rüşdiye/ İptidaî の３学年編成に 
1901-1902 132/113/180 30 校長 Hacı Numan  
1902-1903 140/114/163 30  
1903-1904 142/119/181 42  
1904-1905 148/118/191 47  
1905-1906 135/160/138 33  
1906-1907 130/39/95 36  
1907-1908 134/133/156 36  
1908-1909 41/41/45 30 校長 Hacı Sadık 
1909-1910 22/29/43 16  
1910-1911 22/29/48 22 寄宿生の受け入れ開始 
1911-1912 25/35/40 24 ユースフ・アクチュラが歴史を担当 
1912-1913 (不明) 27 校長 Mustafa Refik/Hilmi  
1913-1914 (不明） 23  
1914-1915 212/115/134 24 幼稚舎、高等師範部の設置 
1915-1916 499/238 34  
1916-1917 276/102/306 96 幼稚舎部在籍（寄宿 220/ 全日 25 名） 
1917-1918 722/283 37 在籍者が膨大となり教師不足に 
1918-1919 539/236 38 諸学の館女子部設置 
1919-1920 485/130/79 83 校長 Ahmet Edip 

『帝国年鑑』及び『イスタンブル女性教師養成校・女子師範学校年鑑『İstambul Kız Muallim
Mektebi 1933 Darülmuallimat 1870』(İKM)のデータをもとに作成。学年別在籍者は高等小学
校師範部の在籍者（三年制）を指す。第一学年と第二学年が合算され二年制として記録された
年度、在籍者総数で記録された年度もあり、記載の形式は一定していない。 
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ス
島
三
、
ヒ
ュ
ダ
ー
ン
ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ガ
ー
ル
（H

üdânvendigâr

）
一
、
ア
イ
ド
ゥ
ン
一
、
カ
ス
タ
モ
ヌ
二
、
コ
ン
ヤ
一
、
ダ
マ
ス
ク
ス
二
、

ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
一
、
ト
リ
ポ
リ
一
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
一
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
一
一
、
ル
メ
リ
州
一）

25
（

）。
た
だ
し
、
女
子
学
校
が
増
設
傾
向
に
あ
っ
た
も

の
の
、
ソ
メ
ル
に
よ
れ
ば
、
ス
ル
タ
ン
の
掲
げ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
の
影
響
か
ら
、
女
子
の
教
育
内
容
は
む
し
ろ
制
限
さ
れ
て
い
た
と
指
摘
す

る）
26
（

。

　

ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
は
一
八
八
七
年
公
教
育
省
に
属
す
る
教
育
委
員
会
で
教
育
改
革
に
つ
い
て
の
意
見
を
求
め
、
シ
ェ
イ
ヒ
ュ
ル
イ
ス

ラ
ー
ム
の
ア
フ
メ
ト
・
エ
サ
ト
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
（A

hm
ed Esad Efendi

）
を
議
長
と
す
る
イ
ル
ミ
エ
、
公
教
育
省
の
官
僚
ら
か
ら
な
る
混

成
委
員
会
が
組
織
さ
れ
た
。
そ
こ
で
提
出
さ
れ
た
覚
書
に
よ
れ
ば
、
現
存
の
女
子
の
小
学
校
と
高
等
小
学
校
と
を
廃
止
し
、
こ
れ
ら
の
代
わ
り

に
四
年
制
の
女
子
校
を
新
た
に
設
立
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
の
女
子
校
に
は
六
〜
九
歳
の
女
児
が
通
い
、
九
歳
が
女
子
教
育
の
最
高
学

年
と
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
シ
ャ
リ
ー
ア
（
イ
ス
ラ
ー
ム
法
）
に
よ
れ
ば
九
歳
の
女
子
は
成
熟
し
た
年
齢
に
な
る
（m

üştehâ olm
ak

）
か
ら
だ

と
言
う
。
こ
の
点
か
ら
現
行
の
女
子
師
範
学
校
も
閉
鎖
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
た）

27
（

。

　

ス
ル
タ
ン
の
こ
れ
ま
で
の
女
子
教
育
制
度
を
否
定
す
る
か
の
よ
う
な
提
言
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
一
八
九
一
│
九
二
年
に
イ
ス
タ

ン
ブ
ル
で
小
学
校
と
高
等
小
学
校
を
合
わ
せ
た
六
年
制
の
女
子
校
が
模
索
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
修
了
生
は
女
子
師
範
学

校
へ
の
進
学
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
た）

28
（

。

（
二
）　

女
子
師
範
学
校
予
備
門
（İhtiyât kısm

ı

）
の
設
立

　

こ
の
よ
う
な
女
子
高
等
小
学
校
の
改
革
や
増
加
に
伴
い
、
一
八
九
三
年
に
は
女
子
師
範
学
校
に
お
い
て
も
女
子
師
範
学
校
予
備
門
（İhtiyât 

kısm
ı

）
が
設
け
ら
れ
、
本
科
と
合
わ
せ
る
と
六
年
制
の
教
員
養
成
コ
ー
ス
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）

29
（

。
一
八
九
五
年
の
女
子
師
範
学
校
と

予
備
門
に
つ
い
て
の
通
達
（tâlim

ât

）
に
お
い
て
は
、
入
学
資
格
、
試
験
、
校
長
、
教
師
の
職
務
、
学
習
科
目
な
ど
を
が
六
七
項
目
に
わ
た
っ

て
規
定
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
予
備
門
に
入
学
を
希
望
す
る
場
合
、
監
督
官
（m

üm
eyyiz

）
の
前
で
試
験
を
受
け
、
合
格
し
た
者
が
入
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学
を
許
可
さ
れ
た
。
そ
の
後
女
子
師
範
学
校
へ
入
学
し
た
い
場
合
は
、
オ
ス
マ
ン
語
の
作
文
（Tezkere-i O

sm
anîyye

）
と
善
行
（hüsnühâl

）

や
質
（şan

）
の
観
点
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
学
問
の
知
識
や
調
理
技
術
の
証
明
書
と
感
染
病
（em

râz-ı sâriye

）
に
罹
患
し
て
い
な
い
こ
と
を

証
明
す
る
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
（
五
条）

30
（

）。
ま
た
学
校
の
運
営
に
関
し
て
は
、
校
長
職
に
は
男
性
の
校
長

（m
üdür

）
と
女
性
の
校
長
（m

üdire

）
が
就
任
す
る
こ
と
と
し
、
前
者
は
こ
の
通
達
を
実
行
す
る
能
力
と
責
任
感
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
、
後

者
は
学
校
の
外
部
の
事
柄
や
文
書
の
や
り
取
り
（yazşım

a

）
に
は
関
わ
ら
ず
内
部
の
事
柄
に
専
念
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
、
両
者
は
常
に
、
少

な
く
と
も
週
に
二
回
は
教
室
や
裁
縫
の
教
室
を
見
回
る
こ
と
を
責
務
と
し
た
（
六
〜
九
条）

31
（

）。

　

ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
治
世
中
に
女
子
師
範
学
校
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
少
な
く
と
も
二
回
改
定
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
宗
教

（U
lûm

-ı D
iniye

）
や
コ
ー
ラ
ン
に
関
す
る
授
業
時
間
数
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
先
の
通
達
発
布
後
一
八
九
九
│
九
〇
年
度
の
時
間
割

で
は
、
宗
教
と
コ
ー
ラ
ン
の
読
誦
と
適
用
（Tecvîd ve K

ur’an-ı K
erîm

de Tatbikât

）
の
授
業
が
第
一
学
年
で
は
週
に
四
時
間
、
第
二
学
年
で

は
三
時
間
、
第
三
学
年
で
も
三
時
間
あ
り
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
授
業
も
三
年
間
に
わ
た
り
二
時
間
ず
つ
組
ま
れ
て
い
た）

32
（

。
女
子
師
範
学
校
の
授
業

は
教
授
法
（U

sûl-ı Tedrîs

）
を
除
く
と
、
当
時
の
女
子
高
等
小
学
校
の
学
習
科
目
に
沿
っ
て
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
る
た
め
、
男

子
の
学
校
で
は
教
え
ら
れ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
の
外
国
語
は
学
ぶ
機
会
が
な
か
っ
た
。
な
お
こ
の
通
達
に
は
、
試
験
の
合
格
点
や
休
暇
の

期
日
な
ど
学
生
生
活
全
般
に
つ
い
て
細
か
く
定
め
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
各
試
験
の
合
格
基
準
点
は
一
〇
〜
九
（
秀 A

liyyülâlâ

）、
七
〜

八
（
優 A

lâ

）、
六
（
良K

aribül âlâ

）、
五
（
可 Vasat

）
で
あ
り
、
そ
れ
以
下
は
落
第
と
し
た
（
六
一
条
）。
ま
た
休
日
は
毎
金
曜
日
、
休
暇

期
間
は
夏
に
二
二
日
、
ラ
マ
ダ
ン
（
断
食
月
）
初
日
と
最
終
日
か
ら
一
週
間
、
巡
礼
月
（Zilhicce

）
の
八
日
か
ら
六
日
間
な
ど
ム
ス
リ
ム
の

暦
に
し
た
が
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
た
（
六
七
条
）。

　

ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
時
代
は
女
子
教
育
の
拡
充
と
リ
テ
ラ
シ
ー
を
備
え
た
女
性
の
増
加
に
よ
り
、
女
性
を
読
者
に
し
た
女
性
雑
誌
が
数

多
く
発
行
さ
れ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
女
性
誌
も
検
閲
対
象
と
な
っ
た
た
め
、
政
治
的
言
論
、
風
紀
上
問
題
が
あ
る
記
述
は
統
制
を
受

け
た
が）

33
（

、
読
者
投
稿
欄
や
女
性
編
集
委
員
の
記
事
な
ど
を
通
じ
て
、
家
庭
で
の
子
供
の
教
育
、
女
子
教
育
の
あ
り
方
、
教
育
を
受
け
た
女
性
の
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将
来
像
な
ど
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
次
章
で
は
女
子
師
範
学
校
の
卒
業
生
の
動
向
と
女
性
雑
誌
で
の
議
論
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
タ

ン
ズ
ィ
マ
ー
ト
改
革
以
来
の
オ
ス
マ
ン
女
子
教
育
が
ど
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
い
た
か
を
考
察
す
る
。

第
四
章　

女
子
師
範
学
校
卒
業
生
と
女
子
「
高
等
教
育
」
問
題

（
一
）　

女
子
師
範
学
校
卒
業
生
の
動
向
│
公
教
育
の
教
師
と
し
て
│

　

女
子
師
範
学
校
は
一
八
七
三
年
に
初
め
て
の
卒
業
生
を
輩
出
し
た
。
公
教
育
省
か
ら
派
遣
さ
れ
た
監
督
官
の
も
と
、
卒
業
試
験
が
行
わ
れ
、

合
格
し
た
一
七
名
が
卒
業
し
た
。
当
時
最
終
学
年
に
は
二
一
名
が
在
籍
し
て
い
た
が
、
当
日
、
一
人
が
欠
席
し
三
人
が
試
験
の
解
答
を
終
わ
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う）

34
（

。
一
七
人
の
う
ち
、
最
年
長
は
三
〇
歳
で
最
年
少
は
一
四
歳
で
あ
っ
た
と
い
う）

35
（

。
同
年
の
公
教
育
省
の
文

書
に
は
、
息
子
を
亡
く
し
女
子
師
範
学
校
で
の
勉
強
を
中
断
し
て
い
た
フ
ァ
ト
マ
（A

hıhalı Fatm
a H

anım

）
が
試
験
を
受
け
て
三
年
次
に
復

学
し
た
と
あ
る）

36
（

。
当
時
独
身
の
女
性
だ
け
で
な
く
、
既
婚
女
性
も
女
子
師
範
学
校
で
学
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
第
一
期
卒
業
生
の
う
ち
、

フ
ァ
ト
マ
・
ニ
ギ
ャ
ー
ル
（Fatm
a N

igâr H
anım

）
が
エ
ス
キ
・
ア
リ
・
パ
シ
ャ
女
子
高
等
小
学
校
の
第
一
教
師
（birinci m

uallim
liği

）

に
、
ハ
フ
ズ
・
ル
ヴ
ェ
イ
デ
（H

afız R
üveyde H

anım
）
が
ス
ル
タ
ン
・
ア
フ
メ
ト
の
女
子
高
等
小
学
校
に
算
数
（R

iyaziye

）
の
教
師
に
、

ゼ
フ
ラ
（Zehra H

anım

）
が
同
じ
学
校
の
リ
カ
ー
体
の
教
師
に
、
ハ
ト
チ
ェ
（H

atçe H
anım

）
が
フ
ァ
ー
テ
ィ
フ
の
女
子
高
等
小
学
校
に
同

じ
く
リ
カ
ー
体
の
教
師
に
、
ミ
ュ
ニ
ベ
（M

ünibe H
anım

）
が
ス
ル
タ
ン
・
ア
フ
メ
ト
の
高
等
小
学
校
の
第
二
教
師
（ikinci m

uallim
liği

）

に
任
命
さ
れ
た）

37
（

。
い
ず
れ
も
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
あ
る
高
等
小
学
校
で
あ
っ
た
。
表
（
一
）
中
の
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
期
の
一
九
〇
八
年
ま

で
の
女
子
師
範
学
校
の
在
籍
人
数
及
び
卒
業
生
の
推
移
を
見
る
と
、
一
八
七
八
年
よ
り
四
年
間
卒
業
生
が
出
て
い
な
い
。
エ
ル
ギ
ン
に
よ
れ

ば
、
露
土
戦
争
（
一
八
七
七
│
七
八
）
に
よ
る
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
混
乱
か
ら
二
年
間
閉
校
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
影
響
で
あ
る
と
言
う）

38
（

。
ま

た
、
在
籍
者
に
比
べ
、
卒
業
生
が
少
な
い
理
由
と
し
て
は
、
卒
業
試
験
に
合
格
し
な
か
っ
た
場
合
も
あ
る
が
、
そ
の
大
半
は
何
ら
か
の
事
情
で
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勉
学
が
継
続
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
八
七
四
年
に
は
ジ
ェ
ネ
ブ
、
ヒ
ュ
リ
エ
ト
、
ア
フ
ェ
ト
の
三
人
が
学
習
を
継
続
で
き

な
い
と
し
て
給
与
を
返
還
し
、
退
学
し
て
い
る
が
、
理
由
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い）

39
（

。

　

一
八
七
三
年
に
最
初
の
卒
業
生
を
輩
出
し
た
翌
年
、
女
子
小
学
校
勤
務
の
男
性
教
師
ア
キ
フ
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
が
「
公
教
育
法
」
の
規
定
に

従
っ
て
、
女
子
師
範
学
校
出
身
の
女
性
教
師
と
職
務
を
交
代
し
、
他
校
へ
異
動
と
な
っ
た）

40
（

。「
女
子
教
育
は
女
性
教
師
の
手
で
」
と
の
原
則
が

実
行
さ
れ
始
め
た
。
な
お
、
史
料
的
制
約
か
ら
女
子
師
範
学
校
卒
業
後
の
女
性
た
ち
の
動
向
を
詳
し
く
追
跡
す
る
の
は
、
困
難
で
あ
る
。
公
的

文
書
に
は
男
性
の
場
合
と
異
な
り
、
名
前
以
外
の
情
報
が
ほ
と
ん
ど
記
載
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
卒
業
生
の
全
て
が
教
師
と
し
て
就
職

し
た
と
は
限
ら
な
い
だ
ろ
う
。
表
（
二
）
は
İ
Ｋ
Ｍ
に
就
職
先
が
明
示
さ
れ
て
い
る
年
度
の
卒
業
生
の
就
職
先
一
覧
で
あ
る
。

　

卒
業
生
が
母
校
の
女
子
師
範
学
校
に
採
用
さ
れ
た
の
は
、
一
八
七
五
年
の
レ
フ
ィ
カ
（R

efika H
anım

）
が
最
初
で
あ
り
、
そ
の
後
は
音
楽

と
裁
縫
の
教
師
は
必
ず
外
国
人
を
含
む
女
性
が
担
当
し
た）

41
（

。
そ
れ
以
外
の
教
科
の
教
師
と
し
て
は
一
八
八
四
年
に
ナ
キ
エ
（N

akiye H
anım

）

が
歴
史
を
担
当
し
、
同
年
リ
カ
ー
体
の
教
師
と
し
て
ベ
ス
ィ
メ
（B

esim
e H

anım

）
が
就
職
し
て
い
る）

42
（

。
卒
業
生
で
教
職
に
就
い
た
者
の
多
く

は
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
女
子
高
等
小
学
校
に
就
職
し
、
管
見
の
限
り
地
方
の
女
子
校
へ
就
職
し
た
の
は
一
八
九
四
年
に
ブ
ル
サ
の
女
子
高
等
小
学

校
に
赴
任
し
た
セ
イ
イ
ド
（Seyyid H

anım

）
が
最
初
で
あ
る）

43
（

。
そ
の
後
、
僅
か
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
地
方
で
就
職
す
る
者
た
ち
が
増
え
て

い
っ
た
。
な
か
に
は
ア
レ
ッ
ポ
の
高
等
小
学
校
に
就
職
す
る
者
も
い
た）

44
（

。
一
方
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
女
子
校
間
で
は
女
子
師
範
学
校
卒
の
女
性

た
ち
の
異
動
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
例
え
ば
、
一
九
〇
〇
年
の
事
例
で
ス
ル
タ
ン
ア
フ
メ
ト
地
区
の
女
子
高
等
小
学
校
教
師
の

フ
ェ
リ
デ
（Feride H

anım

）
が
女
子
師
範
学
校
の
第
二
教
師
に
、
空
い
た
ポ
ス
ト
に
は
ア
ク
サ
ラ
イ
地
区
の
女
子
技
芸
学
校
教
師
の
サ
ニ
ハ

（Saniha H
anım

）
が
就
任
し
、
そ
の
サ
ニ
ハ
後
任
は
女
子
師
範
学
校
出
の
女
性
た
ち
の
中
か
ら
ナ
ズ
ィ
エ
（N

aziye H
anım

）
が
務
め
た
と
い

う）
45
（

。
以
上
の
よ
う
に
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
期
に
は
一
時
閉
校
期
間
が
あ
っ
た
も
の
の
、「
公
教
育
法
」
に
示
さ
れ
た
通
り
、
女
子
師
範
学

校
出
身
者
が
帝
国
内
の
女
子
校
に
教
師
や
助
手
の
資
格
で
一
定
数
就
職
し
て
い
た
事
実
が
明
ら
か
と
な
る
。
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（
二
）　

女
性
雑
誌
に
見
る
女
子
「
高
等
教
育
」
問
題

　

女
子
師
範
学
校
出
身
者
の
中
に
は
、
女
性
雑
誌
の
編
集
、
投
稿
な
ど
を
通
じ
て
文
筆
活
動
に
関
わ
っ
て
い
く
女
性
も
認
め
ら
れ
た
。
一
八
八

七
年
、
雑
誌
『
花
園 （şükufezar

）』
は
女
子
師
範
学
校
卒
の
三
人
の
女
性
、
ア
リ
ー
フ
ェ
（A

rife H
anım

）、
ミ
ュ
ニ
ル
（M

ünir H
anım

）、

フ
ァ
ト
マ
（Fatm

a H
anım

）
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
三
人
は
露
土
戦
争
後
、
学
校
が
再
開
さ
れ
た
後
の
卒
業
生
と
考
え
ら
れ
、
İ
Ｋ

Ｍ
の
一
八
八
五
│
一
八
八
六
年
の
卒
業
生
名
簿
に
彼
女
た
ち
の
名
前
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る）

46
（

。
ア
リ
ー
フ
ェ
は
当
時
の
公
教
育
省
大
臣
の

ミ
ュ
ニ
フ
・
パ
シ
ャ
（M

ünih Paşa

）
の
娘
で
あ
る
。
当
時
ミ
ュ
ニ
フ
・
パ
シ
ャ
は
教
育
・
啓
蒙
団
体
「
オ
ス
マ
ン
学
術
協
会
」
の
運
営
に
携

わ
っ
て
い
た
か
ら
、
こ
の
支
援
の
も
と
に
出
版
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

第
一
号
の
冒
頭
に
は
「
教
育
を
受
け
た
女
性
の
た
め
の
雑
誌
」（m

ektepli kadın dergisi

） 

と
発
行
の
趣
旨
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容

も
文
学
、
思
想
、
社
会
評
論
、
詩
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
。
こ
の
点
が
家
事
、
育
児
、
子
ど
も
の
教
育
等
を
中
心
と
し
た
記
事
で
構
成
さ
れ

る
他
の
同
時
代
の
女
性
雑
誌
と
は
一
線
を
画
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
た）

47
（

。
ア
リ
ー
フ
ェ
自
身
「
私
は
女
性
で
あ
る
ま
え
に
作
家
で
あ
る
」
と
述

べ
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
で
得
た
知
見
と
培
っ
た
才
能
を
披
瀝
し
、
雑
誌
作
り
を
通
じ
て
市
井
の
女
性
た
ち
を
啓
蒙
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
当

時
、
女
子
師
範
学
校
は
教
師
養
成
校
な
が
ら
、
女
子
教
育
制
度
の
最
終
進
学
先
、
す
な
わ
ち
最
高
学
府
で
あ
っ
た
か
ら
、
実
学
だ
け
で
な
く
さ

ら
に
学
問
を
究
め
た
い
と
願
う
ア
リ
ー
フ
ェ
の
よ
う
な
女
性
た
ち
も
進
学
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
、
こ
の
雑
誌
や
後
述
す
る

女
性
雑
誌
の
読
者
投
稿
欄
を
見
て
も
、
女
子
師
範
学
校
出
身
の
女
性
た
ち
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
特
に
『
花
園
』
は
当
時
の
高
学
歴
女
性
の
文

芸
サ
ー
ク
ル
の
様
相
を
呈
し
て
い
た）

48
（

。
女
子
師
範
学
校
の
卒
業
生
の
そ
の
後
の
動
向
を
考
え
る
上
で
示
唆
的
で
あ
る
。

　

当
時
の
女
子
教
育
制
度
に
お
い
て
生
徒
た
ち
が
高
等
小
学
校
終
了
後
、
女
子
師
範
学
校
や
職
業
専
門
校
以
外
に
進
学
先
が
な
く
、
高
等
教
育

機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
な
い
と
い
う
問
題
は
『
女
性
専
門
新
聞
』
誌
上
に
お
い
て
も
、
顕
在
化
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
八
九
五
年
に
四
回
に

分
け
て
掲
載
さ
れ
た
意
見
（m

ütalâa

）
に
は
、
子
供
（
娘
）
の
教
育
問
題
と
し
て
高
等
小
学
校
以
後
の
教
育
の
可
能
性
を
取
り
上
げ
、「
ど
の

文
明
国
で
も
男
性
の
学
校
と
同
等
の
内
容
の
女
性
だ
け
の
学
校
が
開
か
れ
て
い
る
。
女
性
は
大
学
に
入
学
で
き
、
医
学
も
法
学
も
学
ぶ
こ
と
が
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表（二）女子師範学校の卒業者生（1894-1896,1901-1902）

卒業年度   名前               卒業後の進路 
1894 Zekiye Hanım イズミル高等小学校第一教師(muallim-i evvel) 
 Sadiye Hanım 女子師範学校助手(muavene) 
 Nimmet Hanım  モッラー・ギュラーニー高等小学校第一教師 
 Remiziye Hanım セラーニキ高等小学校第一教師 
 Feride Hanım 女子師範学校助手 
 Makubule Hanım シヴァス高等小学校第一教師 
 Fatma Hanım 女子師範学校助手 
1895 Hayriye Hanım 女子師範学校助手 
 Nevber Hanım ウスキュダル女子技芸学校教師 
 Binnaz Hanım モッラー・ギュラーニー高等小学校教師 
 Feride Hanım 女子師範学校教師 
 Huriye Hanım マナストル高等小学校第一教師 
 Yaşar Hanım イズミル高等小学校第二教師 
 Naciye Hanım 女子師範学校助手 
 Fethiye Hanım アトパザル高等小学校助手 
1896 Hatice Hanım 女子師範学校助手 
 Zahide Hanım フンドュクル(イスタンブル)の高等小学校教師 
 Naziye Hanım アクサライ(イスタンブル)女子技芸学校助手 
 Kevser Hanım ベシクタシュ(イスタンブル)の高等小学校教師 
 Remziye Hanım ブルサ高等小学校第一教師 
 Sıdıka Hanım ダマスクスの高等小学校第一教師 
 Safvet Hanım エユップ(イスタンブル)の高等小学校教師 
 Adeviye Hanım デニズリの高等小学校第一教師 
 Ayşe Hanım クルクキリセの高等小学校第一教師 
 Hamide Hanım 寄宿制(leyli)女子技芸学校教師 
 Seniha Hanım 全日制(nehari)女子技芸学校教師 
 Refika Hanım 高等小学校教師 
 Asiye Hanım デニズリの高等小学校第一教師 
1897 Talat Hanım ミルギュン(Mirgün)の高等小学校教師 
 Zehra Hanım タシュルジャ（Taşlıca）の高等小学校第一教師 
 İkbal Hanım サムスンの高等小学校教師 
 Seher Hanım ダマスクスの高等小学校第二教師 
 Beyhan Hanım K.ムスタファ・パシャ高等小学校教師 
 Sabiha Hanım サンドュクル(Sandıklı)の高等小学校教師 
1900 Kevser Hanım クルクキリセの高等小学校第一教師 
 Fatma Hanım セラーニキの高等小学校第二教師 
 Zehra Fatma ディヤルバクルの高等小学校第一教師 
 Emine Şaziye  バクルキョイ(イスタンブル)の高等小学校助手 
 Pederiye Hanım 高等小学校第一教師 
 Emine Hanım シェフザーデ(イスタンブル)小学校の第一教師 
 Hatice Hanım チョルムの高等小学校の第一教師 
 Zehra Hanım イスメハン・グヤスルタン小学校第一教師 
1901 Zehra Hanım トラブゾンの高等小学校第一教師 
 Ayşe Mahmure サムソンの高等小学校第一教師 
 Melek Hanım フブヤル(Hubyar) 高等小学校教師 
 Feridiye Hanım エディルネ高等小学校第二教師 
 Hacer Hanım エユップ高等小学校助手 
 Tuti Zehra  スルタンアフメト高等小学校助手 
 Saime Hanım ミルギュン高等小学校助手 
 Müberra Hanım ロドス(Rodos)高等小学校第一教師 
 Fatma Şükriye アラソンヤ高等小学校第一教師 
 Fatma Şehide アンタルヤ高等小学校第一教師 
 Cevriye Nefise  バフラ(Bafra) 高等小学校第一教師 
 Nemciye Hanım ウスキュダル高等小学校助手 
1902 Afet Hanım ビガ(Biga) 高等小学校第一教師 
 Leyla Hanım カドキョイ高等小学校裁縫(nakış)担当教師 
 Şazmend Hanım フンドゥクル(イスタンブル)高等小学校第二教師 

 Nazmiye Hanım エレリ(Ereğli) 高等小学校第一教師 
 Hacer Hanım アンカラの高等小学校第一教師 
 Fatma Hanım フィリベの高等小学校教師 
 Zehra Fevziye マニサの高等小学校教師 
 Hüsna Hanım デニズリの高等小学校第一教師 
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で
き
る
」
と
し）

49
（

、
編
集
部
は
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
女
子
生
徒
が
将
来
就
き
た
い
職
業
に
つ
い
て
記
し
た
一
八
七
〇
年
と
一
八
九
〇
年
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
紹
介
し
、
ア
メ
リ
カ
で
の
若
い
女
性
の
職
業
意
識
の
変
化
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
上
に
は
技
術
者
、
法
律
家
、
会
計

士
、
医
師
、
俳
優
、
歯
科
医
な
ど
様
々
な
職
業
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
当
時
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
内
の
女
性
が
選
択
で
き
る
職
業
で
は

な
か
っ
た）

50
（

。　
（
三
） 
二
人
の
女
性
教
師　

ハ
リ
デ
・
エ
デ
ィ
プ
と
ア
イ
シ
ェ
・
ス
ド
ゥ
カ

　

ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
期
の
女
子
教
育
の
現
状
と
問
題
点
を
知
る
上
で
、
ス
ル
タ
ン
の
側
近
の
オ
ス
マ
ン
官
僚
を
父
に
持
つ
二
人
の
女
性

を
以
下
に
取
り
上
げ
た
い
。
作
家
の
ハ
リ
デ
・
エ
デ
ィ
プH

alide Edip A
dıvar （

一
八
八
四
│
一
九
六
四
）
は
、
後
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
大
文
学

部
の
教
授
と
な
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
に
仕
え
た
書
記
を
父
に
持
ち
、『
回
顧
録
』
の
中
で
、
自
身
が
受
け
た
教
育

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
彼
女
は
、
父
の
方
針
で
七
歳
か
ら
自
宅
で
家
庭
教
師
に
つ
い
て
英
語
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
祖
母
の
方
針
で
ム
ス
リ
ム

女
性
と
し
て
の
教
養
の
た
め
ア
ラ
ビ
ア
語
な
ど
を
自
宅
で
学
ん
で
い
た
。
彼
女
は
一
八
七
六
年
開
校
し
た
ア
メ
リ
カ
宣
教
団
（A

m
erican 

B
oard

）
に
よ
る
女
子
学
校
（A

m
erikan K

ız K
oleji

）
に
入
学
し
、
そ
こ
で
高
等
教
育
ま
で
学
ん
だ
。
し
か
し
、
ス
ル
タ
ン
の
意
向
か
ら
初
等

部
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
中
等
教
育
段
階
か
ら
の
入
学
で
あ
っ
た）

51
（

。
後
述
す
る
よ
う
に
、
彼
女
は
こ
の
私
立
女
子
校
で
学
ん
だ
経
験
か

ら
、
女
子
師
範
学
校
の
再
編
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

ア
イ
シ
ェ
・
ス
ド
ュ
カAyşe Sıdıka

（
一
八
七
二
│
一
九
〇
三
）
は
宮
廷
の
教
師
（Enderun hocası

）
で
、
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
期

に
イ
ル
ミ
エ
の
高
位
職
に
い
た
ウ
ラ
マ
ー
を
父
に
持
ち
、
ギ
リ
シ
ア
正
教
徒
の
女
子
校
（Zapyon R

um
 K

ız Lisesi

）
の
初
等
部
で
学
び
、
そ

の
後
、
試
験
を
受
け
て
女
子
師
範
学
校
に
入
学
し
た
。
こ
こ
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
、
英
語
な
ど
を
学
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
一
八
九
一
年
に
卒
業

し
、
一
八
九
三
年
に
女
子
師
範
学
校
に
就
職
し
て
地
理
学
、
道
徳
、
裁
縫
を
担
当
す
る
と
と
も
に
、
教
育
法
（U

sul-i Tedrîs

）
と
教
育
学

（Fenn- i Terbiye

）
を
講
じ
た）

52
（

。
彼
女
は
授
業
の
傍
ら
女
子
教
育
と
教
育
法
を
一
冊
の
本
『
教
育
と
教
授
法U

sûl-i Talim
 ve Terbiye 
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D
ersleri

』
に
ま
と
め
、
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
に
献
じ
た
。

　

こ
の
二
人
の
教
育
歴
を
見
る
と
、
父
親
が
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
の
側
近
な
が
ら
非
ム
ス
リ
ム
の
学
校
で
初
等
教
育
を
学
ん
で
お
り
、
女

子
に
と
り
公
教
育
以
外
に
も
教
育
の
機
会
や
学
校
の
選
択
肢
が
広
が
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
公
教
育
に
お
い
て
、
男
子
と
同
様
の
中
等
学
校

（idâdi

）
の
設
立
が
模
索
さ
れ
、
一
八
八
〇
年
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
ト
ル
コ
語
や
一
般
教
養
の
他
に
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
、
英
語
、
音

楽
、
手
芸
な
ど
を
学
ぶ
学
校
が
開
か
れ
た
も
の
の
、
二
年
で
閉
校
に
な
っ
た
と
い
う）

53
（

。『
帝
国
年
鑑
』
に
よ
る
と
、
一
九
〇
六
│
〇
七
年
に
存

在
し
た
中
学
校
の
う
ち
、
女
子
校
は
マ
ナ
ス
ト
ル
に
一
校
存
在
し
た
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る）

54
（

。

第
五
章　

第
二
次
立
憲
政
期
に
お
け
る
女
子
教
育
の
刷
新
と
女
子
師
範
学
校

（
一
）　

青
年
ト
ル
コ
人
革
命
と
女
子
教
育　

│
批
判
さ
れ
る
女
子
師
範
学
校
│

　

青
年
ト
ル
コ
人
革
命
（
一
九
〇
八
）
後
の
第
二
次
立
憲
政
期
（
一
九
〇
九
│
一
九
一
八
）
に
入
る
と
、
政
府
の
主
導
で
女
子
教
育
の
刷
新
、

特
に
中
等
・
高
等
教
育
機
関
の
設
置
に
つ
い
て
論
議
が
よ
り
活
発
に
な
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
女
子

教
育
の
現
状
に
対
す
る
外
国
人
女
性
の
指
摘
や
公
教
育
以
外
の
学
校
で
教
育
を
受
け
た
オ
ス
マ
ン
女
性
た
ち
か
ら
の
批
判
で
あ
る
。
こ
れ
は

「
専
制
」
が
終
焉
し
自
由
な
言
論
が
可
能
と
な
り
、
さ
ら
に
私
立
の
女
子
教
育
機
関
が
増
え
た
等
の
状
況
の
変
化
か
ら
、
公
教
育
が
人
び
と
の

比
較
の
対
象
と
な
っ
た
背
景
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

青
年
ト
ル
コ
人
革
命
を
指
揮
し
た
「
統
一
と
進
歩
委
員
会
」（
以
後
「
統
一
派
」
と
略
記
）
の
機
関
紙
『Tanin

』
に
は
、
一
九
〇
九
年
、
英

国
人
の
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ラ
イ
と
名
乗
る
女
性
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
女
子
教
育
に
関
し
て
の
報
告
を
寄
せ
て
い
る
。
フ
ラ
イ
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
を

中
心
に
女
子
校
を
視
察
し
、「
女
子
校
に
は
概
し
て
学
校
の
建
物
、
長
机
（sıra
）
や
教
具
類
が
不
足
し
、
教
師
も
教
育
法
の
面
か
ら
の
資
質
が

不
足
し
て
い
る
。
教
育
の
質
の
向
上
に
は
ま
ず
女
子
師
範
学
校
の
改
革
か
ら
着
手
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
た）

55
（

。
イ
ザ
ベ
ル
と
親
交
の
あ
っ
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た
ハ
リ
デ
・
エ
デ
ィ
プ
は
同
じ
紙
面
で
母
校
の
ア
メ
リ
カ
ン
女
子
校
の
教
師
を
「
知
識
と
文
化
の
格
闘
者
（m

ücahid

）」
と
し
て
敬
意
を
表
し

た
。
そ
の
一
方
で
「
我
々
の
女
子
師
範
学
校
は
、
教
師
も
生
徒
も
批
判
し
う
る
。（
中
略
）
ト
ル
コ
語
と
英
語
は
必
須
の
授
業
で
あ
り
、
可
能

で
あ
れ
ば
英
語
で
授
業
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。（
中
略
）
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
教
科
書
が
書
か
れ
、
ま
た
は
翻
訳
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
女
子
と
男
子
の
た
め
に
異
な
っ
た
教
育
が
な
さ
れ
る
の
は
認
め
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
価
値
あ
る
教
師
た
ち
を
招

き
、
ト
ル
コ
の
学
校
の
整
備
に
助
力
を
仰
が
ね
ば
な
ら
な
い
。」
と
述
べ
た）

56
（

。

　

女
子
師
範
学
校
へ
の
厳
し
い
批
判
は
、
当
時
の
女
性
雑
誌
上
で
も
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
一
九
〇
八
年
か
ら
一
九
一
〇
年
ま
で
セ
ラ
ー
ニ

キ
（
現
テ
ッ
サ
ロ
ニ
キ
）
で
『Tanin

』
紙
の
支
援
の
も
と
に
発
行
さ
れ
た
『
女
性
（K

adın

）』
は
、
主
筆
の
エ
ニ
ス
・
ア
ヴ
ニ
（Enis 

Avni

）
を
中
心
に
様
々
な
女
性
に
ま
つ
わ
る
社
会
問
題
を
取
り
上
げ
、
そ
の
記
事
に
対
し
、
読
者
が
意
見
を
述
べ
記
事
を
書
く
な
ど
、
読
者
と

の
対
話
を
視
野
に
入
れ
た
雑
誌
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
主
筆
が
一
九
〇
八
年
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
開
校
し
た
私
立
オ
ス
マ
ン
統
一
女
子
校（İnas-ı 

İttihad-i O
sm

ani M
ektebi

）
に
つ
い
て
の
展
望
を
書
い
た
と
こ
ろ
、
セ
ラ
ー
ニ
キ
在
住
の
ゼ
キ
エ
（Zekiye

）
が
そ
の
主
張
に
は
賛
成
し
た
も

の
の
、
当
地
の
女
子
小
学
校
と
女
子
高
等
小
学
校
で
教
鞭
を
と
る
女
子
師
範
学
校
卒
の
教
師
た
ち
の
現
状
を
批
判
し
、
彼
女
た
ち
の
教
育
能
力

を
問
題
視
し
た
発
言
が
物
議
を
醸
し
た）

57
（

。
私
立
オ
ス
マ
ン
統
一
女
子
校
と
は
「
統
一
派
」
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
で
あ
っ
た
ア
フ
メ
ト
・
ル
ザ

（A
hm

et R
ıza　

一
八
五
八
│
一
九
三
〇
）
が
「
統
一
派
」
有
志
と
と
も
に
オ
ス
マ
ン
銀
行
の
財
政
支
援
を
受
け
、
マ
ク
リ
キ
ョ
イ
（
バ
ク
ル

キ
ョ
イ
）
に
開
校
し
た
学
校
で
、
四
歳
の
幼
稚
部
か
ら
初
等
、
中
等
、
師
範
課
程
（D

ârülm
uallim

ât Şubesi

）
ま
で
幼
児
期
か
ら
青
年
期
ま

で
の
女
子
一
貫
教
育
を
行
っ
た）

58
（

。
こ
れ
は
当
時
オ
ス
マ
ン
帝
国
内
で
の
ア
メ
リ
カ
宣
教
団
や
カ
ト
リ
ッ
ク
修
道
会
が
行
っ
て
い
た
女
子
一
貫
教

育
を
参
考
に
、
ト
ル
コ
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
普
通
科
教
育
を
行
い
な
が
ら
最
終
的
に
女
性
教
師
の
養
成
を
目
的
と
す
る
女
子
校
で
あ
っ
た
。
し

か
し
当
該
女
子
校
は
、
従
前
の
公
教
育
制
度
、
す
な
わ
ち
、
女
子
の
最
終
進
学
先
と
し
て
女
子
師
範
学
校
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
制
度
を
一

貫
教
育
の
も
と
再
編
し
た
だ
け
で
は
な
い
か
と
疑
問
視
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
っ
た
。
ゼ
キ
エ
は
こ
の
点
に
着
目
し
、
現
在
の
女
性
教
師
た
ち
の

資
質
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
彼
女
た
ち
が
新
し
い
女
子
一
貫
校
の
教
壇
に
立
つ
の
は
如
何
な
も
の
か
と
問
い
か
け
た）

59
（

。
こ
の
意
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見
に
対
し
、
女
子
師
範
学
校
出
身
の
ナ
キ
エ
（N

akiye

）
と
フ
ァ
ズ
ィ
ラ
（M

.R
.Fazila

）
二
名
の
読
者
女
性
が
反
論
し
た
。
ナ
キ
エ
は
女
子

師
範
学
校
が
資
質
に
問
題
が
あ
る
女
性
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
批
判
は
本
来
公
教
育
省
に
向
け
ら
れ
る
べ
き
こ
と
で

あ
る
と
し
た
上
で
、
女
性
教
師
職
が
薄
給
で
あ
る
た
め
、
能
力
あ
る
人
材
が
地
方
の
女
子
校
へ
派
遣
さ
れ
難
い
事
情
も
関
係
す
る
の
で
は
な
い

か
と
述
べ
て
い
る）

60
（

。
一
方
、
セ
ラ
ー
ニ
キ
在
住
の
フ
ァ
ズ
ィ
ラ
は
ゼ
キ
ヤ
が
言
及
す
る
資
質
の
劣
っ
た
女
性
教
師
た
ち
は
女
子
師
範
学
校
の
卒

業
生
で
は
な
く
、
セ
ラ
ー
ニ
キ
の
私
立
女
子
校
の
出
身
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
比
較
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
と
憤
慨
し
た
投
稿
を
寄
せ
て
い
た）

61
（

。

　
「
統
一
派
」
に
よ
る
私
立
女
子
一
貫
校
開
校
の
後
、
一
九
一
三
年
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
ス
ル
タ
ー
ニ
ー
女
子
校
（İstanbul İnâs 

Sultânî

）
が
幼
稚
舎
を
含
む
、
小
学
校
五
年
、
中
学
校
五
年
の
一
〇
年
制
の
一
貫
教
育
校
と
し
て
開
校
し
た
も
の
の
、
中
等
部
で
は
従
来
の
高

等
小
学
校
の
科
目
を
踏
襲
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た）

62
（

。
公
教
育
に
お
け
る
女
子
中
等
・
高
等
教
育
機
関
の
設
置
問
題
は
、
高
等
小
学
校
以
後
の

女
子
教
育
に
何
が
必
要
か
と
の
根
源
的
問
題
に
直
面
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
進
学
課
程
の
付
与
は
学
習
の
長
期
化
を
招
き
、
結
婚
や
出
産
な

ど
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
影
響
を
与
え
る
課
題
も
現
出
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
実
情
が
次
第
に
既
存
の
女
子
教
育
制
度
の
枠
内
で
、
組
織
の
改
編
等
を
通
じ
て
諸
問
題
を
解
決
す
る
動
き
に
向
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
最
初
に
着
手
さ
れ
た
の
は
、
教
育
現
場
周
辺
で
指
摘
さ
れ
た
女
性
教
師
の
質
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。

（
二
）　

女
子
師
範
学
校
の
再
編
と
「
女
子
」
大
学
の
成
立

　

女
子
師
範
学
校
は
一
九
一
〇
年
、
フ
ァ
ー
テ
ィ
フ
地
区
の
寄
宿
施
設
を
備
え
た
女
子
技
芸
学
校
に
校
舎
を
移
し
、
寄
宿
施
設
を
備
え
た
学
校

（Leyli D
ârülm

uallim
ât

）
と
し
て
再
編
さ
れ
る
。

　

フ
ラ
イ
は
「
女
子
師
範
学
校
の
学
生
は
健
全
で
知
的
、
な
お
か
つ
道
徳
的
な
教
育
が
な
さ
れ
る
た
め
に
全
寮
制
が
必
要
」
と
提
言
し）

63
（

、
女
子

技
芸
学
校
で
も
寄
宿
制
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
決
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
公
教
育
省
の
エ
ム
ル
ッ
ラ
ー
フ
（Em

urullah 

Efendi

）
が
ア
レ
ッ
ポ
、
ア
ン
カ
ラ
、
カ
ス
タ
モ
ヌ
、
ア
マ
ス
ヤ
な
ど
か
ら
女
子
師
範
学
校
へ
の
入
学
希
望
者
を
募
っ
て
い
た）

64
（

。
ま
た
、
表
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（
一
）
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
女
子
師
範
学
校
へ
の
入
学
者
が
第
二
次
立
憲
政
期
に
入
り
年
々
増
加
し
て
お
り
、
首
都
以
外
か
ら
の
入
学

希
望
者
の
便
宜
を
図
る
必
要
性
が
出
て
き
た
こ
と
も
設
置
の
理
由
で
あ
る
。
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
期
に
拡
充
さ
れ

た
地
方
の
女
子
高
等
小
学
校
に
は
女
子
師
範
学
校
の
卒
業
生
が
一
定
数
就
職
し
て
お
り
、
地
方
の
女
子
校
で
は
女
性
教
師
の
確
保
が
急
務
で

あ
っ
た
。
な
お
、
全
日
制
の
女
子
師
範
学
校
は
一
八
七
三
年
に
初
め
て
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
以
来
、
一
九
一
〇
年
ま
で
に
七
三
一
名
に
女
子

高
等
小
学
校
の
教
員
資
格
を
与
え
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
寄
宿
制
の
導
入
を
契
機
と
し
て
、
女
子
師
範
学
校
で
は
様
々
な
改
革
が
着
手
さ
れ
る
。
翌
年
、
チ
ャ
パ
地
区
に
移
転
し
、
İ
Ｋ
Ｍ
に
よ

れ
ば
、
一
九
一
〇
│
一
一
年
の
女
子
師
範
学
校
の
教
員
は
、
二
五
名
で
あ
っ
た）

65
（

。
元
オ
ス
マ
ン
官
僚
で
文
筆
家
の
ア
フ
メ
ト
・
ミ
ド
ハ
ト

（A
hm

ed M
idhat; 

一
八
四
四
│
一
九
一
二
）
が
教
壇
に
立
ち
、
文
明
論
（M

alûm
at-ı M

edeniye

）
と
道
徳
を
担
当
し
た）

66
（

。
ア
フ
メ
ト
は
師
範

学
校
在
職
時
に
約
九
〇
人
の
学
生
が
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る）

67
（

。
し
か
し
翌
年
、
ア
フ
メ
ト
が
急
逝
し
た
た
め
、
女
子
師
範
学
校
の
改
革
を
提

唱
し
て
い
た
ハ
リ
デ
・
エ
デ
ィ
ブ
を
採
用
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う）

68
（

。
ま
た
一
九
一
二
│
一
三
年
に
は
外
国
人
の

女
性
ラ
リ
（R

alli

）
が
校
長
の
ム
ス
タ
フ
ァ
・
レ
フ
ィ
ク
（M

ustafa R
efik

）
を
補
佐
す
る
副
校
長
（Evvel m

ektebe m
ürebbiye

）
に
就
任

し
て
い
る）

69
（

。
フ
ラ
イ
は
女
子
師
範
学
校
の
改
革
案
と
し
て
帝
国
外
か
ら
外
国
人
女
性
校
長
を
提
示
し
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
を
一
部
受
け
入
れ
た

こ
と
に
な
る
。

　

一
九
一
三
│
一
四
年
に
は
学
生
に
教
師
と
な
る
上
で
の
心
得
や
技
術
を
学
ば
せ
る
実
習
科
（tatbikat kısm

ı

）
が
設
け
ら
れ
、
初
年
度
は
外

国
人
を
含
む
七
人
の
女
性
教
師
（A

leksanyan, H
ürm

üz, A
siye, Lutfiye, H

am
ide, Fatm

a B
ehiye, H

uriye 

）
が
担
当
し
た
。
実
習
授
業
を
担

当
し
た
教
師
は
同
時
に
授
業
の
助
手
（m

uidelik

）
や
生
徒
の
監
督
を
す
る
責
務
が
あ
っ
た
と
い
う）

70
（

。
一
九
一
四
年
に
は
幼
稚
舎
教
論
養
成
部

（A
na M

uallim
 M

ektebi

）
が
設
置
さ
れ
、
一
九
一
四
│
一
五
年
度
の
生
徒
数
は
幼
稚
舎
部
一
一
六
名
を
含
め
る
と
在
籍
数
は
四
二
五
名
に
ま

で
増
加
し
た）

71
（

。

　

一
九
一
五
年
、
師
範
学
校
と
女
子
師
範
学
校
に
関
し
、
新
た
な
法
（D

ârülm
uallim

în ve D
ârülm

uallim
ât N

izâm
nâm

esi

）
が
発
布
さ
れ
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た
。
こ
こ
で
は
三
年
制
の
高
等
師
範
部 （D

ârülm
uallim

ât-ı Â
liye

）
が
新
た
に
開
設
さ
れ
た）

72
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
女
子
師
範
学
校
は
小
学
校
師

範
部
（ibtidâî

）
高
等
師
範
予
備
門
（ihzârî

）
高
等
師
範
部
（âlî

）
の
三
つ
の
課
程
か
ら
組
織
さ
れ
（
一
条
）、
各
修
業
期
間
は
小
学
校
師
範

部
が
五
年
、
高
等
師
範
予
備
門
が
二
年
、
高
等
師
範
部
が
三
年
と
定
め
ら
れ
た
。
小
学
校
師
範
部
を
卒
業
し
た
者
は
小
学
校
教
師
の
資
格
を
与

え
ら
れ
、
高
等
師
範
予
備
門
を
卒
業
し
た
者
は
小
学
校
師
範
部
の
教
師
と
視
学
官
（m

üfettiş

）
と
し
て
の
資
格
を
、
文
学
（edebiyât

）、
自

然
科
学
（tabiiyyât
）、
数
学
（riyâziyyât

）
科
に
分
か
れ
て
い
た
高
等
師
範
部
に
は
中
学
校
、
高
等
教
育
の
教
師
の
資
格
が
与
え
ら
れ
た
。
な

お
、
幼
稚
舎
教
諭
養
成
部
（
修
業
期
間
一
年
）
と
付
属
幼
稚
舎
（A

na M
ektebi

）
も
高
等
師
範
部
の
附
属
と
し
た
（
二
条
）。

　

今
回
の
改
組
の
大
き
な
特
徴
は
、（
一
）
幼
児
教
育
か
ら
高
等
教
育
ま
で
の
教
師
、
及
び
視
学
官
の
資
格
を
付
与
す
る
、
い
わ
ば
女
子
教
育

に
従
事
す
る
専
門
家
の
養
成
機
関
と
し
て
の
性
格
を
明
確
化
し
た
こ
と
（
二
）
高
等
師
範
部
を
「
大
学
」
に
相
当
す
る
専
門
的
学
問
を
修
得
す

る
機
関
と
し
た
こ
と
の
二
点
で
あ
っ
た
。
視
学
官
と
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
内
の
学
校
を
視
察
し
、
教
育
現
場
の
状
況
を
報
告
す
る
役
目
を
担
う

公
教
育
省
の
専
門
官
で
あ
り
、
ハ
リ
デ
・
エ
デ
ィ
プ
の
ほ
か
、
女
子
師
範
学
校
教
諭
ナ
キ
エ
・
エ
ル
ギ
ュ
ン
（N

akiye Elgün

）、
女
子
高
等

師
範
部
出
身
の
シ
ュ
ク
ー
フ
ェ
・
ニ
ハ
ル
（Şükufe N

ihal

）
ら
女
子
師
範
学
校
出
身
者
が
こ
の
後
視
学
官
と
し
て
活
躍
し
た）

73
（

。
公
教
育
省
の

文
書
に
よ
る
と
、
一
九
一
四
年
に
「
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
中
の
非
ム
ス
リ
ム
女
子
四
名
の
う
ち
、
誰
が
女
子
師
範
学
校
に
進
学
す
る
予
定
な
の

か
、
将
来
女
子
校
で
雇
用
す
る
際
に
必
要
な
情
報
を
知
ら
せ
る
よ
う
に
」
と
あ
り
、
女
子
師
範
学
校
の
入
学
予
定
者
の
資
質
に
つ
い
て
公
教
育

省
側
が
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
一
九
一
八
年
に
は
「
女
子
小
学
校
に
お
い
て
教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
女

子
師
範
学
校
を
卒
業
し
た
女
性
を
教
師
に
任
じ
る
よ
う
に
」
と
あ
り
、
国
家
が
女
子
師
範
学
校
の
再
編
を
通
じ
て
、
帝
国
内
の
女
子
教
育
を
統

一
的
に
管
理
す
る
体
制
を
確
立
し
よ
う
と
し
て
い
た）

74
（

。

　

高
等
師
範
部
は
、
高
等
教
育
ま
で
の
教
員
養
成
を
目
的
と
す
る
と
は
い
え
、
未
だ
女
子
の
高
等
教
育
機
関
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
現
状
を
考

え
る
と
、
事
実
上
「
女
子
」
大
学
の
設
置
を
意
味
し
た
。
女
子
の
高
等
教
育
機
関
は
す
で
に
ア
メ
リ
カ
宣
教
団
が
開
校
（Ü

sküdar A
m

erikan 

K
ız K

oleji

）
し
て
い
た
が
、
公
教
育
で
は
実
現
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
一
四
年
に
は
す
で
に
諸
学
の
館
（
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
大
の
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前
身
）
で
は
女
性
の
た
め
に
歴
史
学
、
衛
生
学
、
教
育
学
等
の
講
義
を
行
っ
て
い
た
か
ら
、
公
教
育
に
お
い
て
も
高
等
教
育
進
学
課
程
を
早
急

に
設
置
す
る
必
要
が
あ
っ
た）

75
（

。
一
九
一
五
年
女
子
高
等
師
範
部
と
と
も
に
、
諸
学
の
館
女
子
部
（İnâs-ı D

ârülfünūn

）
の
設
置
が
発
表
さ
れ
、

女
子
高
等
師
範
の
校
舎
内
で
授
業
が
開
始
さ
れ
た
。
高
等
師
範
部
は
正
式
に
大
学
と
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
一
九
一
五
│
一
六
年
度
で
、
女
子

高
等
師
範
部
は
四
九
九
人
の
寄
宿
生
と
二
八
一
人
の
全
日
制
の
学
生
が
在
籍
し
て
い
た
も
の
の
、
諸
学
の
館
女
子
部
に
は
九
人
の
女
子
学
生
し

か
い
な
か
っ
た
と
い
う）

76
（

。
高
等
師
範
部
は
女
性
教
師
を
目
指
す
大
半
の
学
生
と
大
学
で
専
門
的
学
問
を
学
ぶ
の
を
希
望
す
る
学
生
に
二
種
の
学

生
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

す
で
に
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
時
代
か
ら
、
女
性
の
高
等
教
育
問
題
は
論
議
さ
れ
て
き
た
が
、
第
二
次
立
憲
政
期
に
急
に
進
展
し
、
女
子

の
た
め
の
大
学
開
設
に
至
っ
た
理
由
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
す
で
に
デ
ュ
ベ
ン
ら

の
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
バ
ル
カ
ン
戦
争
、
第
一
次
世
界
大
戦
と
相
次
ぐ
戦
争
で
青
年
男
子
の
人
口
が
減
少
し
、
社
会
に
お
け

る
女
性
の
労
働
力
、
活
躍
が
求
め
ら
れ
て
い
た
時
代
背
景
を
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う）

77
（

。
事
実
、
諸
学
の
館
で
は
戦
争
に
よ
り
男
子

学
生
数
が
急
激
に
減
少
し
大
学
の
講
義
自
体
の
成
立
が
危
ぶ
ま
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
文
学
部
に
お
い
て
そ
の
傾
向
が
強
か
っ
た）

78
（

。
ア
ル
ス
ラ

ン
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
諸
学
の
館
女
子
部
が
開
設
さ
れ
た
の
は
、
諸
学
の
館
の
教
授
が
中
心
と
な
り
、
女
子
を
受
け
入
れ
る
体
制
を
整
え
て

い
た
こ
と
も
大
い
に
関
係
す
る
だ
ろ
う）

79
（

。

　

高
等
師
範
部
が
諸
学
の
館
に
吸
収
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
た
め
、
一
九
一
六
年
に
は
高
等
師
範
予
備
門
は
最
初
の
卒
業
生
を
出
し
た
も
の
の
、

そ
の
役
割
を
終
え
、
同
年
に
閉
鎖
が
決
定
し
た
。
ま
た
開
設
以
来
、
三
七
〇
人
の
幼
稚
園
教
論
を
養
成
し
た
幼
稚
舎
部
も
同
じ
く
閉
鎖
さ
れ

た
。
そ
し
て
一
九
二
二
年
に
女
子
師
範
学
校
は
ト
ル
コ
大
国
民
議
会
政
府
（B

üyük M
illet M

eclisi H
üküm

eti 

）
の
教
育
省
に
属
す
る
教
育

機
関
と
な
り
、
一
九
二
四
年
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
女
性
教
師
養
成
校
（İstanbul K

ız M
uallim

 M
ektebi

）
と
名
称
を
変
え
た
。
こ
こ
に
、
女
子

師
範
学
校
は
五
四
年
に
渡
る
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
。
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お
わ
り
に

　

オ
ス
マ
ン
帝
国
近
代
の
社
会
と
女
性
に
と
り
、
女
子
師
範
学
校
は
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
来

た
論
点
を
整
理
し
総
括
と
し
た
い
。

　

女
子
師
範
学
校
の
成
立
の
意
義
は
三
つ
あ
る
。
そ
れ
は
第
一
に
女
性
教
師
育
成
校
と
し
て
オ
ス
マ
ン
帝
国
近
代
の
女
子
教
育
を
常
に
支
え
る

存
在
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
タ
ン
ズ
ィ
マ
ー
ト
期
、
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
期
、
第
二
次
立
憲
政
期
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
女
子
教
育

制
度
は
女
子
師
範
学
校
進
学
を
念
頭
に
、
学
校
制
度
の
改
編
が
な
さ
れ
て
い
た
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
女
子
師
範
学
校
は
公

教
育
機
関
と
し
て
の
性
格
上
、
常
に
政
権
の
教
育
行
政
に
左
右
さ
れ
た
か
ら
、
独
自
的
な
教
育
内
容
を
提
供
し
た
と
は
言
え
な
い
。
第
二
次
立

憲
政
期
に
は
幼
稚
園
教
諭
か
ら
高
等
教
育
機
関
ま
で
の
教
員
資
格
を
付
与
す
る
、
女
子
教
育
機
関
と
な
り
、
多
数
の
卒
業
生
を
輩
出
す
る
ま
で

に
な
っ
た
。
ま
た
、
公
教
育
省
の
機
関
と
し
て
女
子
教
育
制
度
の
地
方
へ
の
普
及
を
促
進
さ
せ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

第
二
に
一
部
の
学
生
に
給
与
、
実
質
的
に
は
奨
学
金
を
支
給
し
て
、
寄
宿
制
度
を
備
え
た
こ
と
で
、
女
子
教
育
が
首
都
の
富
裕
家
系
の
独
占

と
は
な
ら
ず
、
出
自
に
寄
ら
な
い
、
様
々
な
背
景
を
持
つ
女
性
に
進
学
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

第
三
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
末
期
に
は
、
女
子
師
範
学
校
が
高
等
教
育
を
実
践
す
る
場
と
な
っ
た
意
義
は
大
き
い
。
高
等
師
範
部
は
ト
ル
コ
共
和

国
成
立
後
、
独
立
し
た
女
子
大
学
と
は
な
ら
ず
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
大
学
に
吸
収
さ
れ
た
。
す
で
に
諸
学
の
館
の
教
授
が
高
等
師
範
部
へ
出
張
講

義
を
行
い
、
事
実
上
大
学
の
一
部
と
な
っ
て
い
た
か
ら
、
当
然
の
帰
結
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
実
践
を
通
じ
、
慣

習
化
し
て
い
た
男
女
別
学
の
教
育
が
高
等
教
育
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
重
要
な
意
味
を
持
た
な
い
こ
と
を
証
明
し
た
意
義
は
深
い
。

　

第
二
次
立
憲
政
期
に
お
け
る
女
子
師
範
学
校
は
高
等
教
育
を
実
践
す
る
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
幼
稚
園
教
諭
を
多
数
輩
出
し
た
機
関
で
も

あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
İ
Ｋ
Ｍ
の
在
籍
者
数
が
膨
大
に
な
る
の
は
、
こ
の
幼
稚
舎
部
の
併
設
も
原
因
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
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女
子
師
範
学
校
、
お
よ
び
女
性
教
師
の
「
大
衆
化
」
も
ト
ル
コ
共
和
国
成
立
後
の
女
性
の
社
会
進
出
を
考
え
る
上
で
の
示
唆
と
な
ろ
う
。
今
後

の
研
究
の
課
題
と
し
た
い
。

　

付
記　

本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
「
近
代
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
け
る
女
子
教
育
」
基
盤
研
究
Ｃ
（
二
〇
一
二
年
度
〜
二
〇
一
四
年
度
）（
課

題
番
号 

二
四
五
二
〇
七
九
七
）
の
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
で
あ
る
。

註（
1
）　O

sm
an N

uri Ergin, Türikiye M
aarif Tarihi, C

.I-V, İstanbul, 
1940-1944; Yahya A

kyüz, Türk Eğitim
 Tarihi,  A

nkara,1982; 
“Ö

ğretm
enlik M

esleği ve O
sm

anlıʼda K
adın

 Ö
ğretm

en 
Yetiştirilm

esi” Tarih ve Toplum
 195, 2000, pp.31-43 ; Şefika 

K
urnaz, C

um
huriyet Ö

ncesinde Türk K
adını 1839-1923, 

İstanbul, 1992; S.K
.Som

el, “O
sm

anlı M
ödernleşm

e D
önem

inde 
K

ız Eğitim
i.”, K

elebiç 10, 2000, pp.223-38; M
ustafa Şanal, 

“O
sm

anlı İm
paratorluğunda K

ız Ö
ğretm

en O
kulunda G

örev 
Yapan K

adın İdaresi ve Ö
ğretm

enler ile O
kuttukları D

ersler.” 
Belleten 68-253, 2004, pp.649-670; Yasem

in Tüm
er Erdem

, II. 
M

eşrutiyetʼten Cum
huriyete K

ızların Eğitim
i , A

nkara, 2013; 

長

谷
部
圭
彦
「
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
女
性
と
教
育　

女
子
師
範
学
校
の
試

み
」（
永
井
万
里
子
他
編
『
女
性
か
ら
描
く
世
界
史
一
七
〜
二
〇
世

紀
へ
の
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
）
こ
の
中

で
女
子
師
範
学
校
に
関
す
る
専
論
は
、Şanal

と
長
谷
部
で
あ
る
。

Ergin

、A
kyüz

、Som
el

、Erdem

は
近
代
教
育
制
度
史
の
、

K
urnaz

は
女
性
史
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
女
子
師
範
学
校

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

（
2
）　A

li A
rslan, M

ustafa Selçuk, M
ehm

et N
am

, Türkiyeʼnin İlk 
ve Tek K

ız Ü
niversitesi İnas D

arülfünunu

（1914-1919

）, 
İstanbul, 2012. 

（
3
）　Y

ahya A
kyüz, “Tanzim

atʼ tan C
um

huriyetʼe O
kul 

Y
öneticiliği,” Tarih ve Toplum

 35/207. 2001, pp.57-63.　

秋
葉

淳
「
タ
ン
ズ
ィ
マ
ー
ト
以
前
の
オ
ス
マ
ン
社
会
に
お
け
る
女
子
学
校

と
女
性
教
師
│
一
八
世
紀
末
〜
一
九
世
紀
初
頭
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
事

例
か
ら
」『
オ
リ
エ
ン
ト
』
五
六
│
一
、
二
〇
一
三
年
、
八
四
〜
九

七
頁

（
4
）　B

O
A

（B
aşbakanlık O

sm
anlı A

rşivi

（
ト
ル
コ
首
相
府
オ
ス

マ
ン
文
書
館
）
所
蔵C

M

（C
evdet M

aarif

） 1721

（1158/1174-
75

）. 
二
〇
一
八
年
当
該
文
書
館
は
ト
ル
コ
大
統
領
府
の
管
轄

Türkiye C
um

hurbaşkanlığı devlet arşivleri başkanlığı

と
な
っ
た
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が
、
本
論
文
で
は
便
宜
上
調
査
時
の
旧
文
書
館
名
と
文
書
番
号
を
使

用
す
る
。

（
5
）　B

O
A

 C
M

 7613

（1186

）.

（
6
）　

一
八
六
九
年
の
「
公
教
育
法
」
の
区
分
で
は
高
等
小
学
校
に
相

当
す
る
。

（
7
）　D

üstur,1. Tertip,c.II, M
ad 9, M

ad 71.

（
8
）　

男
女
の
入
学
年
齢
の
差
異
に
つ
い
て
公
式
の
説
明
は
一
切
さ
れ

て
い
な
い
。
後
述
の
よ
う
に
女
子
の
場
合
中
等
教
育
以
上
の
公
教
育

が
当
初
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
上
結
婚
や

出
産
に
適
し
た
年
齢
と
の
関
係
か
ら
入
学
時
期
を
早
め
た
可
能
性
は

あ
る
。
小
学
校
に
四
年
、
女
子
高
等
小
学
校
に
四
年
通
う
と
卒
業
時

は
一
四
歳
と
な
る
。
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
時
代
に
試
み
ら
れ
た

女
子
教
育
改
革
の
骨
子
で
は
、
女
子
の
九
歳
を
イ
ス
ラ
ー
ム
法
上

「
成
熟
し
た
年
齢
」
と
し
て
い
る
。

（
9
）　D

üstur,1. Tertip,c.II, M
ad 6.

（
10
）　

オ
ス
マ
ン
帝
国
近
代
の
新
式
学
校
の
体
系
に
つ
い
て
は
、
小
林

馨
「
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
官
立
学
校
に
お
け
る
人
材
育
成
│
ガ
ラ
タ
サ

ラ
イ
帝
室
学
校
に
お
け
る
卒
業
生
の
動
向
を
中
心
に
│
」『
駿
台
史

学
』 

第
一
五
二
号
、
二
〇
一
四
年
、
二
五
〜
五
一
頁
；
長
谷
部
圭
彦

前
掲
書
「
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
女
性
と
教
育　

女
子
師
範
学
校
の
試

み
」
に
詳
し
い
図
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）　D

üstur,1. Tertip,c.II, M
ad 29.

（
12
）　

ル
ス
チ
ュ
ク
他
ミ
ド
ハ
ト
・
パ
シ
ャ
の
ト
ゥ
ナ
（
ド
ナ
ウ
）
州

に
お
け
る
諸
改
革
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
紳
「
岐
路
に
立
つ
タ
ン

ズ
ィ
マ
ー
ト
」
小
松
久
男
編
『
歴
史
の
転
換
期
九 

一
八
六
一
年
改

革
と
試
練
の
時
代
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
、
七
四
〜
一
二
七

頁
に
詳
し
い
。

（
13
）　Takvîm

-i Vekayi, 

25 M
uharrem

 1287, N
o 1217.　

こ
れ
は

厳
密
に
は
高
等
小
学
校
部
（
三
年
制
）
の
教
師
と
な
る
た
め
の
規
定

で
あ
る
。

（
14
）　İstanbul K

ız M
uallim

 M
ektebi D

arülm
uallim

at , 
İstanbul,1933, p.3 .

（
以
後İK

M

） 

こ
れ
は
女
子
師
範
学
校
と
ト
ル

コ
共
和
国
に
お
け
る
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
女
性
教
師
養
成
校
に
関
し
て
ま

と
め
ら
れ
た
年
鑑
（1870-1933

）
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
卒
業
生
の

名
前
と
在
籍
者
数
が
主
に
記
さ
れ
て
い
る
他
、
教
師
や
担
当
科
目
の

情
報
、
政
府
か
ら
の
通
達
類
も
断
片
的
な
が
ら
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

必
ず
し
も
史
料
の
典
拠
が
明
白
で
は
な
い
も
の
の
、
女
子
師
範
学
校

内
部
の
者
が
記
録
し
た
と
思
わ
れ
、
史
料
的
価
値
は
高
い
。
こ
の
史

料
の
入
手
に
あ
た
っ
て
は
長
谷
部
圭
彦
氏
の
助
力
を
得
た
。
こ
こ
に

謝
意
を
表
し
た
い
。

（
15
）　
「
女
性
た
ち
よ
、
創
造
性
が
必
要
と
さ
れ
る
い
か
な
る
類
の
も

の
に
も
敬
意
を
表
す
る
の
が
相
当
な
よ
う
に
、
教
育
で
学
業
を
監
督

す
る
者
た
ち
に
も
関
心
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
一
人
の
子
ど
も
が
ゆ

り
か
ご
か
ら
学
校
へ
通
う
ま
で
の
間
は
、
母
親
の
教
育
の
も
と
に
あ

る
の
み
で
あ
る
」（Takvîm

-i Vekayi, 25 M
uharrem

 1287, N
o 

1217.
）

（
16
）　Ibid.

（
17
）　Ibid.
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（
18
）　

雑
誌
『
進
歩
』
に
は
、
ム
ス
リ
ム
女
性
の
投
稿
で
、
ギ
リ
シ
ア

正
教
徒
の
女
性
た
ち
が
家
庭
で
行
う
縫
製
の
仕
事
を
ム
ス
リ
ム
女
性

も
で
き
な
い
か
と
問
い
か
け
て
い
た
。
詳
し
く
は
拙
稿
「
オ
ス
マ
ン

帝
国
近
代
に
お
け
る
「
女
性
」
誌
の
誕
生
（
一
八
六
九
│
一
九
〇

九
）」『
人
文
科
学
研
究
』
一
二
、
二
〇
一
六
年
、
二
六
九
〜
二
八
一

頁
を
参
照
。

（
19
）　İK

M
,p.6.　

裁
縫
の
教
師
と
し
てH

atçe H
anım

, M
adam

 
A

rm
ik 

絵
画
担
当
教
師
と
し
てM

adam
 B

alker

が
採
用
さ
れ
た
。

（
20
）　B

O
A

 M
F

（M
aarif N

ezareti

）.M
K

T

（M
ektûbî K

alem
i

） 
12/73, 1873

年
に
は
授
業
の
た
め
に
ミ
シ
ン
（dikiş m
akinesi

）
を

購
入
し
て
い
る
（B

O
A

 M
F.M

K
T 4/176

）。

（
21
）　Sâlnâm

e-i D
evlet-i A

liyye-i O
sm

anîyye,1294 p.9.

（
22
）　B

O
A

 M
F.M

K
T 431/34. 1900

年
の
記
録
で
は
中
学
校
と
陸
軍

学
校
の
学
生
の
何
人
か
が
校
舎
の
周
り
を
う
ろ
つ
い
て
い
た
と
の
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

（
23
）　
『
帝
国
年
鑑
』
を
も
と
に
卒
業
生
を
算
出
し
た
ク
ル
ナ
ズ
の
表

と
は
若
干
の
誤
差
が
出
て
い
る
。
本
稿
で
はİK

M

の
デ
ー
タ
を
も

と
に
作
成
し
た
。Şefika K

urnaz, Yenileşm
e sürecinde Türk 

K
adını  1839-1923, p.56.

な
お
、
制
度
の
改
変
で
一
時
二
年
制
と

三
年
制
に
な
っ
た
が
、
そ
の
学
年
別
の
在
籍
数
が
判
明
し
て
い
る
場

合
は
、
学
年
毎
の
数
と
な
っ
て
い
る
。

（
24
）　Sâlnâm

e-i D
evlet-i A

liyye-i O
sm

anîyye, 1294, pp.391-394., 
O

sm
an Ergin, Türkiye M

aarif Tarihi, C
.II. İstanbul, 1940,p.740.

（
25
）　Sâlnâm

e-i D
evlet-i A

liyye-i O
sm

anîyye, 1351,pp.241-253., 

Şefika K
urnaz, Yenileşm

e sürecinde Türk K
adını 1839-1923, 

p.41. 

（
26
）　S. K

. Som
el, “O

sm
anlı M

odernleşm
e D

önem
inde K

ız 
Eğitim

i ” K
elebiç 10, 2000, pp.229-231.

（
27
）　B

O
A

 Y
M

TV
 （Y

ıldız M
ütenevvi M

aruzat Evrakı

）25/52, S. 
K

. Som
el, “O

sm
anlı M

odernleşm
e D

önem
inde K

ız Eğitim
i 

” K
elebiç 10, 2000, p.229.

（
28
）　Sâlnâm

e-i N
ezâret-i M

aârif-i U
m

ûm
iyye, 1316, p.393.

（
29
）　B

O
A

, İD

（İrade D
ahiliye

） 02248/1-2., M
ustafa Şanal, 

“O
sm

anl İm
paratoluğunda K

ız Ö
ğretm

en O
kulunda G

örev 
Yapan K

adın İdaresi ve Ö
ğretm

enler ile O
kuttukları D

ersler.” 
Belleten 68-253, 2004, pp.649-670.

（
30
）　Sâlnâm

e-i N
ezâret-i M

aârif-i U
m

ûm
iyye,1317 pp.321-322.

（
31
）　Ibid.

（
32
）　İK

M
, p.23.

（
33
）　Sâlnâm

e-i N
ezâret-i M

aârif-i U
m

ûm
iyye,1317 pp.321-322. 

女
性
雑
誌
の
検
閲
問
題
は
前
出
の
拙
稿
を
参
照
。

（
34
）　İK

M
, p.6. 

（
35
）　Ibid.

（
36
）　B

O
A

 M
F.M

K
T 2/174

（
37
）　İK

M
, p.6.

（
38
）　O

sm
an N

uri Ergin, Türkiye M
aarif Tarihi, C

. II, İstanbul, 
1940-1944, p.674. 

（
39
）　B

O
A

 M
F.M

K
T 12/73.
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（
40
）　B

O
A

 M
F.M

K
T 12/94. 

ア
キ
フ
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
はO

dabaşı 
Ç

arşısı

で
新
設
さ
れ
る
男
子
校
に
異
動
と
な
り
、
代
わ
り
に
女
子

師
範
学
校
卒
の
者
に
職
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
。

（
41
）　B

O
A

 M
F.M

K
T 12/130, İK

M
, p.7. 

レ
フ
ィ
カ
は1882-1883

年
度
に
副
校
長
を
務
め
て
い
る
（İK

M
, p.12

）。

（
42
）　Sâlnâm

e-i D
evlet-i A

liyye-i O
sm

anîyye, 1300, pp.192-193.

（
43
）　B

O
A

 M
F.M

K
T 139/133.

（
44
）　B

O
A

 M
F.M

K
T 184/30. 1895

年
刺
繍
の
教
師
と
し
てK
evser 

H
anım

が
ア
レ
ッ
ポ
に
あ
るH

aleb İnas R
üşdiye M

ektebi

に
赴
任

し
、
同
じ
く
マ
ナ
ス
ト
ル
に
あ
る
女
子
高
等
小
学
校
に
女
子
師
範
学

校
卒
のA

hsem
 H

anım

が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

（
45
）　B

O
A

 M
F.M

K
T 366/23.

（
46
）　İK

M
, p.13. 

た
だ
しA

rife

の
みA

fife H
anım

と
記
さ
れ
て
お

り
、
誤
記
か
別
人
の
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
在
籍
は
し
て
い
て
も
卒

業
し
て
い
な
け
れ
ば
名
簿
に
記
載
さ
れ
な
い
た
め
、A

rife
は
卒
業

し
て
い
な
い
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

（
47
）　Şükûfezâr 11-1, 1887. 

こ
の
雑
誌
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
近
代
の

女
性
雑
誌
の
興
隆
に
つ
い
て
は
前
出
の
拙
稿
を
参
照
。

（
48
）　Ibid.,1 3-9.

（
49
）　H

anım
lara M

ahsûs G
azete 20: 1-2, 1895.

（
50
）　H

anım
lara M

ahsûs G
azete 28: pp.650-651, 1903.  

一
八
七

〇
年
と
一
八
九
〇
年
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
女
性
が
就
け
る
、
ま

た
は
就
き
た
い
職
業
は
、
会
計
士
、
建
築
家
、
法
律
家
、
美
容
師
、

歯
科
医
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
舞
台
監
督
、
作
家
、
芸
術
家
、
公
務

員
、
医
師
、
女
優
、
音
楽
家
、
事
務
員
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

職
業
に
就
く
に
は
よ
り
高
度
な
勉
強
が
必
要
で
あ
っ
た
。
な
お
、
教

師
は
将
来
就
き
た
い
職
業
の
中
に
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
会
計

士
は
一
八
七
〇
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
時
に
は
全
く
希
望
者
が
い
な
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
二
七
、
七
七
七
人
に
も
増
加
し
、
技
術
者
、
法

律
家
希
望
者
も
増
加
し
て
い
た
。

（
51
）　H

alide Edip A
dıvar, H

ouse w
ith W

isteria: M
em

oirs of 
Turkey O

ld and N
ew

 2nd Edition, N
ew

York, 2017.

（
52
）　B

O
A

 M
F.M

K
T 134/108 

ア
イ
シ
ェ
は
女
子
教
育
の
上
で
初
め

て
学
科
の
教
授
法
を
説
き
、
ス
ル
タ
ン
に
も
教
育
の
刷
新
を
提
言
し

て
い
た
と
さ
れ
る
。
早
世
し
た
が
、
公
教
育
省
文
書
に
は
し
ば
し
ば

言
及
が
あ
る
。

（
53
）　H

asan A
li K

oçer, Türkiyeʼde M
odern Eğitim

 D
oğuşu ve 

G
elişim

i , Istanbul,1970, p.131.

（
54
）　Sâlnâm

e-i D
evlet-i A

liyye-i O
sm

anîyye, 1328, pp.336-399.

（
55
）　İsabel Frey, “K

ız M
ektebleri H

ususunda B
ir M
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